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論文 

金田平一郎旧蔵書 

和仁かや† 梶嶋政司‡ 山根泰志§ 宮嶋舞美⁑ 
 

 <抄録> 

 昭和初期から第二次世界大戦直後の九州帝国大学法文学部で法制史講座を担った金田平一郎博士の旧蔵

書は，没後その多くが九州大学に納入され長らく分散排架されていたが，70 年近くを経てこの度集約・

文庫化に至った．本稿ではかかる経緯や目録リストを含めた概要とともに，復元された旧蔵書から判明す

る金田の関心や当時の学問環境の一端，並びに新規寄贈資料から明らかとなった『御触書集成』刊行にま

つわる知見を紹介し，「文庫化」という営為が齎す意義についても考察する． 

  <キーワード> 金田平一郎，九州帝国大学，法文学部，九州文化史研究所，箱崎，図書館，資料保

存，個人文庫，法制史，学問史，大学史，御触書集成，近世債権法，歴史資料，地域史料 
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はじめに 

 2017 年 7 月 26 日，箱崎キャンパスから伊都キャンパ

スへの移転がほぼ一年後に迫っていたその時，ひとつの

個人文庫が誕生した．九州帝国大学法文学部・九州大学法

学部教授であった金田平一郎博士（1900-1949）の旧蔵書

が，没後九州大学に納入され60有余年の間分散排架され

たままであったところ，この度集約の上，「金田文庫」の

設置に至ったのである． 

ある個人や機関の旧蔵書が，様々な理由により持主の

手を離れた場合，廃棄や分散的な売却を免れある程度一
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1 山根2009，及び森田2016，40頁以下． 
2 1923年の関東大震災によって蔵書が灰燼に帰した東京帝国大学附属図書館では，復興期に国内外から寄贈された多くのコレクショ

ンは，すべて図書館の分類基準に従い，分散排架されていた．森鷗外（1862-1922）の旧蔵書「鷗外文庫」https://www.lib.u-

tokyo.ac.jp/ja/library/general/collectionall/ogaiも，受入時に「文庫」としての冊子目録も一応は作成されていたもののこの

例外ではなく，2005年度より開始された「鷗外文庫プロジェクト」により初めて集約・別置化が実現した．江川2007，出口2012．

後掲註5も参照．なお，本稿著者の一人である山根は，2012年11月，東京大学総合図書館において，「鷗外文庫プロジェクト」につ

いてお話を伺う機会を得た．ご対応いただいた東京大学附属図書館の皆様と，調査の機会を与えていただいた研究開発室員の中里見

敬教授（九州大学大学院言語文化研究院）に感謝申し上げる． 
3 大正末期に東北帝国大学法文学部初代教授らによって購入された，ドイツの東洋美術史家オスカー・ミュンスターベルク（1865-

1920）の旧蔵書からなる同文庫については，小川2018a，同2018b． 

括して図書館に収められるのは，もとより幸運なケース

ではある．ただその場合にしても，受入の際に一旦分散排

架されてしまうと，後に再集約し，一体性を持ったコレク

ションとして復元されることはまずない．労力や排架ス

ペース等の問題もさることながら，そもそも分散し図書

館の蔵書の中に埋もれたものはコレクションとして意識

されず，次第にその存在自体が忘れられるからである1．

確かに東京大学の鷗外文庫2や東北大学のミュンスターベ

ルク文庫3のように，個人の旧蔵書は「一つにまとめて排
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架するのが適切」4という考えのもと，別置化が進められ

た例もある．しかしそれらは稀有な事例であって，対象が

重要かつ著名人物の旧蔵書であったとしても，かかる考

え方が必ずしも図書館の共通認識になっているわけでは

ない5． 

九州大学ではキャンパス移転を機として，それまで分

散排架されていたいくつかの旧蔵書について集約するに

至ったが，その中でも金田文庫は，設置までの経緯やそ

の内容はもとより，洋装本から古文書まで複数の形態に

亙り，排架場所も広範囲に跨っていた個人の旧蔵書を集

約・文庫化したという点からもユニークなものである．本

稿ではかかる事情とともに，この過程で新たに判明した

法制史学の基本史料である『御触書集成』刊行にまつわる

知見を紹介し，図書館において決して一般的とはなって

いない「文庫化」という営為が齎す意義についても考えて

みたい． 

 

1. 金田平一郎と九州大学・金田文庫の概要 

 金田平一郎は，東京帝国大学法学部及び同大学院にお

いて，法制史学のパイオニアの一人である中田薫（1877-

1967）の指導下で法制史を学んだ．1928年末には日本法

制史担当の講師として，創設間もない九州帝国大学法文

学部に着任し，1930 年に同法制史講座助教授に就任した
6．在職中は，とりわけ近世日本を対象とした法制史学の

研究・教育に邁進し，重要な先駆的成果を上げている．第

二次世界大戦を挟む激動期を経て，1948年6月には第13

代目の図書館長に就任し，敗戦後の図書館及び蔵書の再

建にも着手したが，1949年10月に49歳で九州大学附属

病院にて病没した．主著に『近世債権法』（1948年），『近

世民事責任法の研究』（学位論文，1949年提出，2018年刊

行）がある．九大に在職した20年余りの間には，1934年

に法文学部に設置された九州文化史研究所（現・九州大学

附属図書館付設記録資料館・九州文化史資料部門，以下

「文化史」と略）を主たる拠点としつつ書籍・古文書の蒐

集にも精力的に取り組み7，附属図書館はもとより他分野

にも跨る基礎的資料群の形成に大きく寄与している． 

 
4 小川2018a，109頁． 
5 図書館において集約・別置化が如何に困難かは，森鷗外の旧蔵書である鷗外文庫ですら，早くから分散排架が問題視され別置化へ

の強い要望もありながら，実現までに受入より80年以上を要したことからも窺えよう．柳生1973参照．また東京大学は，戦後に新

設された大学・機関に重複本を大量に移管したが，その中には前述の関東大震災後の復興期に寄贈された多くのコレクションも含ま

れており（青田2014），結果的にコレクションの大量的な解体・散逸にも繋がった．新設機関における蔵書の充実を重視した対応と

はいえるが，そもそも当時はコレクションの維持ないし復元ということ自体が意識されていなかったのであろう． 
6 以下金田の経歴についての詳細は，和仁2016，和仁・梶嶋・中川2018，和仁2018．なお吉原丈司編「金田平一郎博士略年譜・著作

目録」https://home.hiroshima-u.ac.jp/tatyoshi/kaneda001.pdfも参照． 
7 文化史での活動については梶嶋2006及び宮本1978，212-3頁，同233頁以下を参照． 
8 本稿執筆時点（2021年6月）での金田文庫ウェブページには，台帳に依拠した数量が記載されている． 
9 既に翻刻した個人資料として，「日誌」（和仁・梶嶋2018）がある． 
10 蔵書の購入については，九州大学法学部百年史編集委員会2015，723頁参照．また法制資料部門所蔵古文書への金田の関与を指摘

したものとして，植田2007，7頁． 
11 和仁2018，340頁． 

 没後，金田個人の蔵書はすべて処分・売却を余儀なくさ

れたものの，うち一部を九州大学法学部が1951年3月23

日付でつね子（つね）夫人より購入した．金田文庫をなす

この九大購入分の概数は，購入記録（『九州大学附属図書

館図書原簿（和漢書）』，以下「台帳」と略）によると合計

で417部1098冊であるが，本稿執筆に際して改めて確認

したところでは以下の通りとなる． 

 

洋装本        【別表１-１】： 211タイトル 366冊 

（中央図書館蔵） 

和綴本・古文書【別表１-２】： 249タイトル 989点 

（記録資料館・法制資料部門蔵） 

合 計：  460タイトル1355点8 

 

 上記はいずれも今回の文庫化以前に既に九大図書館所

蔵資料としては登録されていたものであるが，これ以外

に，2017 年にご長男の金田久仁彦氏とご次男の金田史麻

呂氏から九州大学に寄贈された個人資料がある（2017 年

9月20日受入申請，同11月15日法学部図書委員会にて

承認）．書簡200通余り，学生時代の講義筆記ノート等20

冊の他，日誌やスクラップブック，弔辞，抜刷等 100 点

余りのこれら資料もまた，金田文庫の資料として新たに

登録した上，古文書と併せて所蔵されており，公開に向け

た作業が進行中である9． 

 

2．金田文庫の設置 

2-1. 九州帝大における金田の足跡再発見 

 法制史学，とりわけ近世日本を対象としてこの学問分

野を本格的に展開した金田について，その研究資料の一

部が九州大学にあること自体は，これまでも認識はされ

ていた10．しかしながら，49歳と比較的若くして没したこ

とに加え，金田を直接知る弟子たちの戦死，病没，転出が

相次いだこともあって，史料蒐集を含めた九州帝大にお

ける研究活動の実態については長らく知られてこなかっ

た11． 

 2015年4月，予てから学問的著作のみならず，九州大
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学法制史料（記録資料館・法制資料部門（以下「法制」と

略）所蔵史料）の主たる蒐集者としての金田に関心を持っ

ていた和仁が，九州大学法学部准教授として着任した（以

下，本「２．金田文庫の設置」での名称や肩書等は，原則

としていずれも 2015-8 年当時．併せて別表１−２末尾掲

載の「別図・箱崎地区」も参照）．折しも箱崎から伊都キ

ャンパスへの移転を控えた時期でもあったことから，着

任直後より「法制」資料の担当者として，同資料の移転準

備作業に着手し，まずは同資料の詳しい来歴調査を進め

ていた12．その最中の2016 年初頭に，梶嶋に関連資料に

ついて問い合わせた際，経済学部の秀村選三名誉教授が

しばしば文化史を来訪され金田についても話されている

ゆえ「法制」についてもご存知なのではないかとの教示を

受けた．この時点では不覚にも，金田と秀村名誉教授との

接点には思い至っていなかった．従って即座に梶嶋に仲

介を依頼し，2016年2月24日，文化史閲覧室において初

めて同名誉教授にお目にかかる機会を得た．終戦直後に

金田の日本法制史講義を聴講し，直接指導も受けていた

という秀村名誉教授とのこの日の対話は 3 時間近くに及

んだが，学問的著作のみからは凡そ知り得ない証言の

数々に，時間が経つのも忘れて聞き入った13．これらを踏

まえて教授会議事録等の大学関係資料を改めて繙いてみ

ると，これまで見えていなかった金田の具体的な足跡が

鮮明に浮かび上がってきたのである．この成果はひとま

ず同年末に「金田平一郎と九州帝国大学」として『法政研

究』上で公表したが14，この時点では，同年末に一応のイ

ンスペクションを終えた「法制」所蔵史料の調査を，得ら

れた知見に基づき続行する心算に留まっていた． 

ところが事態は意想外の展開を見せた．刊行直後の

2017年１月16日，ご長男の金田久仁彦氏が，論文が掲載

された『法政研究』購入の問い合わせを，法学部研究補助

室に寄せられたのである15．驚いて折り返しの連絡を差し

上げると，お父上のプライヴェートに関する詳細や多く

のご遺品について，これまでまったく知り得なかった数

多のご教示をいただくことが出来た．これを契機に以後

交流を重ねる中で，金田に関する知見は飛躍的に増大す

る．中でも後に九州大学にご寄贈下さった日記を始めと

するご遺品は，九州帝国大学史からも重要な新出資料で

あるのはもとより，金田の学問関心を総体的に把握する

決定的な手がかりであり，これが前述論文執筆の過程で

 
12 「法制」自体の経緯を含めた詳細については別稿を予定している． 
13 秀村2018a，8頁以下，および秀村2018bにもその一部が収録されている． 
14 和仁2016． 
15 かかる経緯につき，和仁「あとがき」（金田2018所収）参照．とりわけご遺族と直接お繋ぎ下さった吉原丈司氏，吉原達也広島大

学名誉教授のご厚意に改めてお礼申し上げる． 
16 金田2018． 
17 これに対して，たとえば東北帝国大学附属図書館『閲覧の栞』（自昭和十二年至昭和十三年）では，特殊文庫について，「相当の部

数に上る既蔵の図書を，一括して購入，若くは，受贈したもの」と定義し，「受入の際，之を分解して一般の分類に組込んだもの」を

第二特殊文庫とし，「さうでないもの」を第一特殊文庫としている．小川2018b参照． 

見出した未公刊かつ絶筆の博士論文16を出版する決意を

固めることともなった． 

 

2-2. 箱崎地区における既設諸文庫の状況と金田文庫の

新設 

 「法制」所蔵史料調査と並行して博士論文出版に向けた

電子データ化作業を進めていた最中の2017年5月連休明

け，これまたまったく思いがけず，図書館に残された金田

の旧蔵書購入記録に関する情報が齎された．予てからこ

の記録の存在を把握しており，新中央図書館（伊都）で資

料の先行移転を担当していた山根が，和仁前述論文の刊

行を受けて，まずは文系合同図書室（箱崎地区文系諸学部

の蒐集資料を所管）資料サービス係であった宮嶋に情報

提供した．そして宮嶋はこの情報を，これまでも学位論文

の所蔵や「法制」調査に関して度々同図書室へ問い合わせ

や相談をしていた和仁に，文庫化の可能性をも含めて伝

えたのである．台帳の存在はもとより想像すらしなかっ

た文庫化は，ご遺族や学位論文出版作業との関係からも

願ってもない話であった． 

 そもそも金田の旧蔵書は，受入時になぜ文庫とされず，

分散排架されたのか．ここでこれまでの九州大学におけ

る文庫等のコレクションの扱いについて説明しておきた

い． 

九州大学では，個人や機関の蔵書を受入れた場合，それ

を文庫として扱うか否かに関する規程や基準がないのは

もとより，「文庫」の定義自体も明確ではない17．ゆえに，

文庫化に至る経緯も，旧蔵者や受入に関係した教員等の

意向のみ，あるいはそれに加えて受入部局の図書委員会

や教授会の決定を受けるなど区々であり，実際に，数量，

枠組，名称，識別・明示方法，排架をめぐって下記のよう

な違いが見られる． 

A）数量 

一般的にコレクションの数量は，それを文庫として扱

うか否かの大きな指標であるが，数十点程度の旧蔵書で

文庫となったものもあれば，千点を超える規模であって

も，金田の旧蔵書と同様の扱いをされることもあった． 

B）枠組 

個人または機関の旧蔵書（またはその一部）を一括して

購入もしくは受贈したものがほとんどであるが，法学部

が設置した明治文庫（明治期に刊行された法律関係図書
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を集めたもの）のように，既に受け入れていた資料から特

定の基準に基づいて抽出し，新たに文庫として扱ったケ

ースも見られる．また，追悼や退官等の記念事業で集めた

寄附金により購入した資料群を記念文庫としたものもあ

る18． 

C）名称 

「○○文庫」と旧蔵者の苗字または雅号等を冠した文

庫名が一般的であるが，「井口教授旧蔵本」のように旧蔵

者名を示す印が資料現物に押印される，あるいは『浅野助

教授遺書購入目録』といった独自の目録が作成されるな

ど，「文庫」という名称を持たなくても，それに準ずるコ

レクションとの認識で扱われる場合もある． 

D）識別・明示方法 

文庫ないしそれに準じるコレクションとして扱われた

場合でも，その識別・明示の仕方は下記のように様々であ

る． 

a）請求記号に文庫名を入れている 

b）文庫名を記載したラベルを資料現物の外側に貼付し

ている 

c）資料現物の内側に文庫印を押印している 

d）目録（カード・ウェブ含む）に文庫名を表示してい

る 

e）文庫目録（冊子体・ウェブ含む）を作成している 

f）所蔵部局の刊行物あるいはウェブサイトで所蔵文庫

として紹介している 

E）排架 

「萩野文庫/オ/33」のように請求記号に文庫名が入る

など独自の分類を持つ文庫は，物理的な一体性を維持し

たまま別置されたものである．しかしながらこれ以外の，

各部局や教室が独自に定めた図書分類が付与された文庫

では，個々の資料は各分類の書架に分散排架され，コレク

ションとしての一体性は解体されている．また，鷲見文庫

のように，別置分と分散排架分の双方が含まれたものも

ある19． 

 以上A～Eのうち特に重要なのはEの排架であって，如

何に数量が多く，文庫名が明示されていても，館内に分散

排架されていれば，文庫としての存在を認知され得ない．

2019 年に附属図書館が発行したコレクションガイドには，

九州大学が所蔵する主な文庫・コレクションの一覧130件

が掲載されているが20，受入時から文庫として扱われ，別

 
18 代表的な例として，旧制福岡高等学校校長を務めた秋吉音治（1876-1937）にちなんだ秋吉文庫が挙げられる．同校の敷地であっ

た旧六本松キャンパスには，かつて「文庫之碑」と銘打った石碑も存在した．「華麗なる旧制高校巡礼・福岡高等学校」

http://qsay55.starfree.jp/FO.html参照． 
19 田村2009参照． 
20 九州大学附属図書館2019，20-25頁． 
21 山根2009，相部・梶原・古賀・星子・山根2017参照． 
22 山根2009，29頁以下，及び徳元2012参照． 
23 山根2011参照． 

置までされていた文庫は，うち半数にも満たない．すなわ

ち九州大学には，書庫内に混排され，結果的に埋もれたコ

レクションが多数存在していたのであり，金田の旧蔵書

のように質・量ともに充実したものであっても，例外では

なかったのである． 

 2007 年より開始された貴重文物講習会（附属図書館主

催の九大所蔵コレクションについての講習会）やそれを

契機とした調査により，上記のような埋もれたコレクシ

ョンの存在が徐々に判明した21．うち一部については，文

庫ラベルの貼付や目録データの整備（文庫名の表示や文

庫目録の作成），ウェブサイトでの案内ページの作成等に

より文庫であることを明示し22，さらに小規模な文庫の中

には集約・別置化まで試みられたものもあった23．しかし

スペースや労力の観点から大多数の文庫の別置化は困難

であり，それらの視認性の低さは課題であった． 

 かかる状況に加えて，キャンパス移転が，各文庫の死蔵

化・散逸を決定的にしかねないことも判明した．その理由

の一つは，新中央図書館（現伊都キャンパス）に導入され

ることとなった自動書庫である．自動書庫では基本的に，

個々の資料が格納されるコンテナは固定されず，一度出

庫した資料の再入庫，すなわち出納・返却のたびに異なる

コンテナに格納されるため，当初特定の資料群をまとめ

て入庫したとしてもいずれ分散・解体されてしまう．そこ

で，既に集約・別置済みの文庫群については，特定の資料

群が格納されるコンテナを固定することで資料の一体性

を物理的に維持する固定コンテナという機能の活用によ

って対応することとした．しかし，混排状態にある文庫群

は，そのまま通常のコンテナに分散格納されてしまう．ゆ

えに，いったん自動書庫に入庫した後に取り出そうとす

れば，格納されているコンテナすべてから一つ一つを取

り出すという，気が遠くなるような膨大な作業と時間と

を要し，事実上文庫の復元は不可能となる． 

 もう一つは重複資料の除籍の問題である．移転コスト

の削減という大学本部の方針下においては，本来移転の

対象とするべき膨大な資料の分量を可能な限りスリム化

することが求められ，その中で重複した資料の除籍を大

量に進めることをも余儀なくされた．図書館の基本方針

としては，文庫資料は除籍対象から除外していたが，混排

されていることで選別が困難となり，実際に文庫資料と

認識されないまま除籍されてしまった資料が少なからず
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存在した． 

 以上の問題への対処を含め，附属図書館における伊都

キャンパスへの資料移転に向けた検討を重ねる中で，中

央図書館所蔵の文庫のうち優先度が高いものについては，

資料の先行移転により確保できたスペースに集約・別置

した上で移転させることとした24（表１）.

 

 
表 1 キャンパス移転期に集約された旧中央図書館所蔵混排文庫・コレクション（山根作成） 

 

コレクション名 旧蔵者 数量 移転先 

廣瀬文庫 私立福岡図書館（廣瀬玄

鋹） 

約 10,800 冊 洋装本は壁面書架に，和装本は準貴重書室

に別置（一部貴重書庫） 

江島文庫 郷土史家 江島茂逸 233 冊 貴重書庫に別置 

江藤正澄関係資料 国学者 江藤正澄 224 冊 貴重書庫に別置 

音無文庫 天文学者 寺尾壽 約 12,000 冊 洋装本は自動書庫固定コンテナに格納，和

装本は準貴重書室に別置（一部貴重書庫） 

樋口文庫 漢学者 樋口和堂 約 1,900 冊 準貴重書室に別置（一部貴重書庫） 

近藤文庫 漢学者 近藤畏斎 約 2,200 冊 準貴重書室に別置（一部貴重書庫） 

西田文庫 漢学者 西田幹治郎 約 2,000 冊 準貴重書室に別置（一部貴重書庫） 

逍遥文庫 漢学者 宗逍遥 約 2,800 冊 準貴重書室に別置（一部貴重書庫） 

朴庵文庫 漢学者 森本儀太郎 330 冊 準貴重書室に別置（一部貴重書庫） 

楽地文庫 漢学者 高橋楽地 698 冊 準貴重書室に別置（一部貴重書庫） 

大井文庫 検事 大井七郎 795 冊 準貴重書室に別置 

（一部貴重書庫，自動書庫） 

益田文庫 中学修猷館教師 益田古

峯 

約 2,100 冊 準貴重書室に別置 

（一部貴重書庫，自動書庫） 

郡虎彦旧蔵本 国際的劇作家 郡虎彦 270 冊 壁面書架に別置（一部貴重書庫） 

福岡地方裁判所旧蔵

本 

福岡地方裁判所 655 冊 自動書庫固定コンテナに格納 

（一部貴重書庫・準貴重書室） 

渡邊文庫 理学部教授 渡邊久吉 887 冊 理系図書館 3階に別置 

杉文庫 理学部教授 杉健一 374 冊 理系図書館 3階に別置 

西田藤次文庫 植物検査所神戸支所初代

所長 西田藤次 

666冊他報告書抜刷

類 

理系図書館 3階に別置 

中田文庫 農学部教授 中田覚五郎 132冊他報告書抜刷

類 

理系図書館 3階に別置 

内田文庫 農学部教授 内田恵太郎 約 2,400 冊 理系図書館 3階に別置 

（一部中央図書館貴重書庫） 

青島鹵獲書籍 青島守備軍参謀部 210 冊 自動書庫固定コンテナに格納 

大森治豊文庫 福岡医科大学初代学長 

大森治豊 

613 冊 医学図書館に集約 

 

※集約した時期はコレクションにより異なる 

※数量は主に図書原簿等の受入時の記録による 

※移転先で特に記載がないものは現・伊都キャンパス中央図書館 

 

 

 

 

 

 

 
24 優先度については，コレクションの質や量，旧蔵者やその蔵書の研究上・ブランディング上の意義等を総合的に判断して決定し

た．但しバルト文庫（ライプツィヒ大学教授パウル・バルト旧蔵），シュツンプ文庫（ベルリン大学教授カール・シュトゥンプ旧

蔵），グロース文庫（オーストリアの政治家・経済学者グスタフ・グロース旧蔵），井口教授旧蔵本（法文学部教授井口孝親旧蔵）等

のように，優先度は高かったものの，資料が文系地区にまで分散排架されていたため，集約を断念したものもある． 

 

 

 

 

 

 



九州大学附属図書館研究開発室年報 2020/2021 

 
 

- 6 - 

 一方，文系合同図書室所蔵の諸文庫については，

書庫の狭隘化によりキャンパス内の複数箇所・建物

に保管場所が分散しており（別図参照）集約が困難

なこと，比較的当初から文庫として別置されていた

ものが多かったことなどから，この計画に含まれて

いなかった．金田の旧蔵書に至っては，全容の把握

はおろか，正確な所蔵場所すらこの時点では判明し

ておらず，加えてキャンパス移転後は，学部図書室

の名残を留めていた文系合同図書室が中央図書館に

組織的にも統合されるため，手続上も文庫化は格段

に難しくなることが予想された．従って文庫化する

とすれば移転前のこの時に実現させるしかない．か

くして研究者・図書職員それぞれの立場からの関心

と意向とは直ちに合致し，具体的な動きが始まった． 

早速，箱崎地区図書館での移転作業の合間を縫う

ようなかたちで，台帳に基づき各所に分散・混排し

た対象資料の確認・集約に着手した．洋装本は，そ

の大半の 300冊以上は法学部図書分類が付されて文

系合同図書室の書庫に排架されていたが，箱崎キャ

ンパス内の他の保管場所や伊都キャンパスの新中央

図書館に先行移転した資料中にも合わせて 50 冊ほ

どあることが判明したため，ひとまず文系合同図書

室所蔵分を同室の一画に集約した（6 月 22 日完了，

他箇所の所蔵分も含めた集約は 9 月中旬に完了）．

和綴本・古文書類についても当初は所在すら不明で

あったが，貴重書室排架の「法制」所蔵資料に混排

されている可能性が高いと思われたことから同資料

を改めて調べ，台帳に記載されたかつての登録番号

を手掛かりとして確認・抽出を行い，現行の請求番

号と照合・同定した（7月 5日完了）25．洋装本の集

約は主として宮嶋，和綴本・古文書類の調査・確認

は和仁が，山根から情報提供を受けつつ行った．以

上の調査・集約作業を進めると同時に，文庫化の要

望書を和仁の名義で 6 月 11 日に法学部図書委員会

に提出し，7 月 19 日に同委員会で承認，７月 26 日

の法学研究院教授会での報告を経て「金田文庫」の

設置が正式に承認された．併せて目録の補完・修正

作業も行い，9月 15日に，図書館のホームページ上

で文庫ページおよび目録を正式に公開するに至った

(https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/kaneda）． 

 

2-3. 文庫の整備と展示会開催 

設置承認の目処が立った７月 22 日・29 日，酷暑

の中，山根，宮嶋，和仁の 3 名は箱崎キャンパスの

 
25 後述の通り，この過程で，従来の法制史料の電子目録上，金田文庫に該当するものを含めた多くの資料が未掲載とな

っていたことが判明した．このことが電子目録の大幅改訂の大きな契機となったが，詳細は別稿に譲る． 
26 この抜本的整理・目録改訂を含めた作業は，2017 年度九州大学法学部和仁ゼミナール（日本法制史）参加者の多大な

協力によって進められた． 

和仁研究室に集まり，長時間にわたって文庫整備に

向けての検討を行った．この際課題として挙がった

のは，まず移転後の文庫としての独立性及び視認性

の確保である．集約が完了した洋装本は，文庫化が

承認されたことで，他の法学部所蔵の文庫と同様，

分散させずコレクションとしての一体性を物理的に

保持したまま自動書庫の固定コンテナへの入庫が可

能となったが，さらに視認性を確実にするため，背

に「金田文庫」のラベルを貼付することとした．問

題は「法制」に混排されたままの古文書類であった

が，折しも移転に向けて「法制」所蔵資料を再整理

の上，中性紙箱へ詰め直す作業の実施が決定したた

め，文庫分資料約 1000点は改めて抽出し，別箱に分

別することとした26．この作業は 10 月初頭より開始

して凡そ 2ヶ月後の 11 月 28日に完了，ここに漸く

「金田文庫」は名目実体ともに独立したのである． 

もう一つの課題は文庫の周知であった．とりわけ

2017 年初頭以降ご遺族から提供を受けた個人資料

の持つ重要性や，文庫化によって明らかとなった

数々の知見に鑑みて，設置に関わった 3 名は比較的

早い段階から，文庫設立の意義を示しておきたいと

の強い意欲を共有していた．そこで，金田による史

料蒐集の拠点でもあった文化史の現専任スタッフで

あり，予てから「法制」古文書の扱い等についてし

ばしば助言を仰いでいた梶嶋にも参加を依頼し，金

田文庫を通じて戦前の箱崎・法文学部における多面

的な学問活動を，まさにその箱崎キャンパスとの別

離に際して紹介する趣旨の展示を企画した（11 月 21

日企画書提出，12 月 5日図書館において承認）． 

監修者は和仁，梶嶋の他，これまでも法制史料の

整理等に関与していた中川晃一（人文科学府博士課

程）を新たに法学府 RA（任期 2017 年 12 月１日〜

2018年 3月 31 日）として加えた 3 名とし，山根，

宮嶋の合計 5名で準備作業に着手した．この間法学

研究院との共催や，同研究院及び法学部同窓会によ

る箱崎キャンパス惜別企画「大人のオープンキャン

パス」（2018年 3月 24 日実施）とのタイアップも決

定し，2017 年末から翌 2018年 2 月にかけて 3 回ほ

どの打ち合わせを行いながら解説パネル 20枚，展示

資料 43 点，及び金田の生涯を紹介したショートムー

ビーを作成，「さよなら箱崎キャンパス企画展示 金

田平一郎と九州大学附属図書館」（2018年 3月 1 日

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/kaneda
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〜26 日）の開催に漕ぎ着けた27．会期中にはご遺族

のご来場も叶い，展示のみならず，移転前の金田文

庫蔵書（洋装本）も直にご覧いただくことが出来た．

また 3 月 10 日には秀村名誉教授の参加も得て監修

者によるギャラリートークを実施した（写真 1）．資

料を前に当時の法文学部での実体験を語っていただ

いたこのセッションは，金田文庫の意義を改めて強

く認識する上でも貴重な機会となった28． 

 

写真 1 

ギャラリートークの様子（2018 年 3月 10日） 

 

2-4. 伊都キャンパスへの移転と現況 

 展示終了後，文庫もいよいよ箱崎から伊都キャン

パスの新中央図書館（現・中央図書館）に移転する

こととなった．文系合同図書室の一画に集約してい

た洋装本は，自動書庫の固定コンテナ 8個分に収め，

「法制」内の文庫和綴本・古文書は，最終的に中性

紙マルチボックス 10 箱，同大箱 2 箱に分別した上

で 7月 23日に搬出，記録資料館の収蔵庫に収めた29

（写真 2，3）．追加寄贈分についても中性紙箱 7 箱

に収め，古文書と併せて仮排架した． 

 
写真 2   

記録資料館収蔵庫に排架された金田文庫 

青色ラベル貼付分．ピンク色のラベルは「法制」史料 

 
27 詳細は和仁・梶嶋・中川 2018．中央図書館展示案内 https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/events/14242 及び西日本

新聞「地域資料生かし法制史研究 金田平一郎・九大元教授 業績振り返る企画展」（2018 年 3月 9日 15面）も参照．

なおショートムービー作成に際しては，小川洋二氏の多大なる尽力を得た． 
28 『九州大学附属図書館年報 2017/2018』http://hdl.handle.net/2324/1935649 7 頁，和仁 2019． 
29 物量としては「法制」史料の 5%に相当する． 

 

写真 3   

マルチボックスに収められた和綴本・古文書 

  

 この搬出を機に，金田文庫の和綴本・古文書目録

も再度見直しを行い，2019 年 2月に「法制」目録と

ともに改訂版を公開して現在に至っている． 

 

3. 文庫化された旧蔵書の特徴 

以上の過程を経て設置され全容が明らかとなった

金田文庫の洋装本，和綴本・古文書につき，本稿で

は改めてリストを掲げておくと同時に，その特徴を

概観しておきたい． 

 

①洋装本 

 400 冊弱の蔵書は，法制史の研究書を中心に，学

生時代の教科書類（上杉慎吉（1878-1929 憲法），三

潴信三（1879-1937 民法），立作太郎（1874-1943 国

際法）他），法学政治学及び経済学，歴史学，民俗学，

文学等広く隣接分野にも跨る諸文献を含む．自身が

購入したもののみならず，執筆者からの献本も多く，

総体として，金田の学問関心はもとより昭和初期か

ら戦後直後にかけての九州帝大法文学部を軸とした

学問環境が良く反映されている． 

主立ったものを幾つか挙げておくと，まず中田薫

を始め，三浦周行（1871-1931），牧健二（1892-1989），

石井良助（1907-1993 以上日本法制史），船田享二

（1898-1970），原田慶吉（1903-1950 以上ローマ法），

栗生武夫（1890-1942 西洋法制史）らによる初期法

制史学の代表的著作の初版本及び著者献本があり，

言うまでもなく金田本人の書き込みとも併せて法制

史学史上も貴重な資料である．また九州帝大の同僚

であった大澤章（1889-1967 国際法），今中次麿

（1893-1980 政治学）ら，とりわけ宮本又次（1907-
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1991 経済史）からの多数の献本は，当時の法文学部

スタッフ間での学問交流を具体的に示している． 

 

写真 4 

宮本又次からの献本『経済史上のフランス革命』扉 

著者直筆の旧法文学部本館スケッチと署名がある 

 

経済史関係書が目立つのは，大学蔵書形成上も重要

な役割を果たした遠藤正男（1901-1940），宮本ら経

済史スタッフとの近しい関係のみならず30，債権法

制という自身の問題関心，加えて後述するような経

済史分野そのものへの意識の体現でもあろう．さら

に民俗学者の早川孝太郎（1889-1956）31や桜田勝徳

（1903-1977）32，戦後福岡民芸協会会長を務めた野

間吉夫（1908-1983）33からの献本や，九州地域の自

治体・各種団体史からは，九州帝大スタッフとして

築いていた人脈及び学問ネットワークが窺われ，こ

れら書籍の多くに残されている本人による購入情報

等の書き込みと併せたさらなる詳細な跡付けも可能

であろう．九州帝大におけるかかる学問交流につい

ては，「当時，農学部には江崎悌三，木村修三教授，

法文学部には金田平一郎教授らがおられて，両学部

で月に一ぺんくらい懇話会をもって誰かの話をきい

ていた」という野間の回想が，往時の状況を端的に

示している34．その他，出身地と所縁の深い水戸学関

連35，また仏教関連36の文献が多く含まれているのも

本文庫の性格を表すものといえる． 

 
30 和仁 2016，493 頁以下． 
31 愛知県出身の早川は，1933 年より九州帝大農学部農業経済研究室助手として小出満二の指導を受け，九州地域に強い

関心を持つようになった（宮本 1957，93 頁）．後掲註 44も参照． 
32 宮城県出身の桜田は，漁村・漁業研究のパイオニアとしても知られるが，1930 年代前半に福岡を居所として調査に従

事しており，その折に金田とも親交を持ったものと思われる．桜田 1982，561-3 頁及び中野 2016，73 頁参照． 
33 平成 29年福岡市博物館企画展示 No.493「野間吉夫と九州の民芸」

http://museum.city.fukuoka.jp/archives/leaflet/493/index.html も参照． 
34 野間 1973． 
35 前掲註 6諸文献，とりわけ長男金田久仁彦氏による手記（金田久仁彦 2018）を参照． 
36 仏教への信仰や関心は，「日誌」（和仁・梶嶋 2018）でも表明されており，さらに九州帝国大学仏教青年会とも法律相

談活動等を通じて関わっていたことが，弟子の一人であった服藤弘司「法律扶助部 巡回相談手記」（『九州帝国大学新

聞』二六〇号（1942 年 12月 20日））からも窺える．「九大仏青活動日誌抄（1907～96）」

http://oyayubi.fan.coocan.jp/bussei/history.html の，1940 年，1942 年記事も参照． 
37 端的な一例として和仁・梶嶋 2018，411 頁．かかる金田の学問基盤につき，和仁 2018，340 頁の指摘も参照． 

研究書以外では，群書類従，司法資料（御仕置例

類集）といった基本史料集の他，井原西鶴・滝沢馬

琴・近松門左衛門等の全集（帝国文庫版），日本随筆

大成等が，本文庫の特徴付けるものとして挙げられ

よう．中でも随筆大成の表紙裏には，「奉公」「知行

割」等，問題関心に即したキーワードを，本人の自

筆で多数抽出し書き留めたメモが貼付されており

（写真 5），金田の思考や検討の過程を具体的に窺い

知る上での重要な資料でもある．従来いわゆる「法

科派」の代表格として，西洋近代法からの関心とい

う側面にのみ着目して評価されがちであった金田で

あるが，実際には広く隣接分野を踏まえ，中でも文

学作品を基礎的な教養に留まらず研究素材としても

重視していた姿勢を，ここにも明確に見出すことが

出来る37． 

 
写真 5 

『日本随筆大成』の扉に貼付された自筆メモの一例 

 

②和綴本・古文書 

 法制史料に金田の個人蔵書も含まれていたことは，

今回の文庫化で初めて具体的に明らかとなったが，

これらの特徴的な点もいくつか挙げておこう． 

 第一には，金田の主たる研究素材をなした近世期

の大量の質地証文および借用証書類といった文書群

である．近世期に独自の展開を見せた債権法制を解

明するための手がかりとして，法制史学の観点から
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証文類に学術的な価値を見出し，本格的かつ積極的

な活用を試みたのは金田の先駆的功績の一つである

が38，豊後国日田の千原家文書39，同国速見郡の荒木

家文書，筑前国博多の町方文書を始め著作でも活用

されていた九州地域のものに留まらず，出身地の常

陸，所縁のあった諏訪40，あるいは佐渡，福島，三河

地域のものなども含む．九州地域への関心を軸とし

つつ比較法的視点から近世債権法制度を俯瞰，解明

しようとした姿勢が端的に反映されていると言える． 

 第二に多数の文例集の存在が挙げられよう．文例

集もまた証書類と同様，近世債権法史研究の素材と

して金田が着目し蒐集に注力した史料群であるが41，

文庫には江戸大坂の主立ったものを始め近世から明

治初期にかけて刊行された 80 タイトルほどの文例

集があり（文庫の和綴本・古文書全体の約 3割に相

当），いわゆる往来物及び書式文例集に関するまとま

ったコレクションをなす．これらは主に教育史や社

会史的な観点から扱われることの多かったジャンル

であるが42，早い段階で法制史からも注目されてい

たことが，本文庫からも判る43．その中の一つである

大蔵永常『民家文章早引大成』は，金田がしばしば

調査を行っていた日田の淡窓図書館で見出し，九州

（日田）出身者によるものとの理由から入手に腐心

 
38 金田の学問関心については和仁 2016，同 2018 も参照．なお服藤 1983 は 594 頁，606 頁を始めとする随所で金田への

意識を露わにしつつ，未だ証書研究が「断片的」に留まり「体系的」な研究はないとする． 
39 後述のように，金田のみならず当時の九州帝大スタッフが早い時期から着目していた天領日田は，西国筋郡代が置か

れ，九州幕領の政治的中心地であった．千原家は西国筋郡代の掛家として幕領の年貢米の収納に関与し，九州諸藩への

公金貸し付けなども行っていた．楠本 1999 参照．なお金田のご長女眞智子氏によれば，千原家とは家族ぐるみの交流が

あり，しばしば互いの家を往来していたとのことである． 
40 金田久仁彦 2018，356 頁． 
41 金田「書誌雑題」（『福岡日日新聞』1937 年 10月 7日掲載）には，「自分の専門上の必要と興味から，年来法律生活関

係文書の文案書の蒐集に意を用ひて居る」とある．同「薩南訪書片々」（『九州帝国大学新聞』二六四号（1943 年 4月 20

日掲載））も参照． 
42 前世紀の往来物に関する研究史を概観した小泉 2001所収の石川松太郎による「刊行にあたり」を参照．同書では，

金田文庫はもとより九州大学の資料は収録の対象とされていない．なお法や裁判に関する知識や情報の伝播手段との観

点から着目した一例として八鍬 2015． 
43 金田の師である中田は，早くも 1914 年に公表した「徳川時代ノ文学ニ見エタル私法」（同編『宮崎教授在職廿五年記

念論文集』（有斐閣））において，文例集を多数引照していた．同論文に基づき，1923 年に和綴本として同『徳川時代の

文学と私法』が刊行されるが，金田は自身の著作でも同書より多く引用するなど大きな影響を受けていた．金田文庫に

収められたこの初版和綴本は，本人の書き込みから，学部学生として中田の講義を受講中もしくはその直前の 1924 年に

購入されたものであることが判明する．扉には新聞記事からの切り抜きと思しき中田の肖像写真が貼付された上，多数

の書き込みもみられ，早くから同書に深く親しんでいた様子が窺える．和仁・梶嶋・中川 2018 も参照． 
44 金田「書誌雑題（続）」（『福岡日日新聞』1937 年 10月 8日掲載）．なお翌年刊行された早川孝太郎の著作『大蔵永

常』（初版，非売品）を，「学界多年の要望」を達成した「経常ならざる良書」（『同』1938 年 11月 20日掲載）とし，ま

た 1943 年に山岡書店から補訂版が刊行された際には，昨今多く刊行される伝記の中でも「本書に匹敵する如き学的労作

必ずしも多くはない」「真の名著」（「生活文化 書評」『西日本新聞』1943 年 7月 3日掲載）と，きわめて高く紹介して

いる． 
45 学内複数箇所に跨って所蔵されている文書についての調査はなお今後の課題であろう．経済史研究室文書についての

かかる指摘として古賀 2017，20 頁． 
46 古野家文書については，1940 年頃に写本類の整理が先行して開始され，1944 年に和漢書類のみようやく九大の資産

として登録されたが，それらは資料の内容に応じて法文学部の各学科・講座に分蔵された．梶嶋 2021 参照．個人や機関

の旧蔵書が解体され，分散排架されることが珍しくなかったことは前述した通りであるが，法文学部草創期において未

だ利用可能な資料が充実しておらず，その蒐集が急がれていた状況の中で，原秩序の維持よりも利用の便が優先され，

それは家文書も例外ではなかったことが窺える． 

したもので44，九州地域を重要な対象と見定め多方

面から足掛かりを求めて検討しようとしていた姿勢

も窺える． 

 第三に，学内既所蔵資料群との関連性である45．金

田が草創期文化史の中核としてその基盤形成に寄与

したことは，これまた既に指摘したが，戦前期から

九州帝大に運び込まれ活用されつつあった古野家文

書（筑前国鞍手郡）や千原家文書等の一部と思しき

ものが，相当数個人蔵書に含まれている． 

「九州文化史研究所所蔵資料目録」（『法文論叢』

26，1939 年）には，1939 年頃の文化史所蔵資料が記

載されているが，古野家文書や千原家文書等の家文

書の多くが「数量調査未了」とあり，戦前期の九州

大学に各地の家文書が大量に寄贈され，整理が追い

ついていなかった状況を示している．古野家文書や

千原家文書は，受入当時台帳に記載されておらず，

九大の資産として登録されていなかった上に，それ

らは当初から文化史で受け入れると決まっていたわ

けでもなかった46．金田もこれら未整理資料群の研

究や調査・整理・選別に関わっていたと見られ，そ

の過程で研究素材として手元にあった資料群の一部

が，急逝によって個人蔵書と見なされ，法学部の蔵
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書として受け入れられたものと推測される47．なお

これらの文書群の蒐集と研究については，法文学部

経済科の講師・助教授を務めていた遠藤の関与が知

られているが，文庫におけるかかる資料の存在は，

金田もまた法制史の立場から，当該資料群の研究と

整理に関心を寄せていた証左とも言えよう48． 

 以上の和綴本・古文書の殆どは，文庫化の過程で

改めてその存在自体が確認され，電子データ上では

未掲載であったものである．これらに加えて，移転

作業の過程で，個人的に蒐集したと思しき古文書が

さらに，未登録の状態で多数見出された（写真 6）
49．これを機にほぼ死蔵されていたこれら貴重な歴

史資料の活用が進めば，債権法制や地域研究のさら

なる進展も期待出来よう． 

 

写真 6   

新たに発見された未整理文書の一部 

 

4. 『御触書集成』刊行経緯 

− 新たに寄贈された個人資料より 

 1. でも述べたように，今回の文庫化では，既に登

 
47 なお資産管理の観点からも，いつまでも九大の資産として登録されない未受入資料が存在する状況は望ましいことで

はないため，元々九大にあった未受入資料を，個人の蔵書を受け入れた際に，その中に含めて資産登録した事例は他に

も存在する．前出の荒木家文書も「法制」にも所蔵されているが（台帳によると 1934 年に大分ハレルヤ書店より購入，

未整理），同様の事情と思われる． 
48 「研究室をのぞく（四） 史観と資料の問題特殊研究・日田金 遠藤講師（法文）に聴く」（『九州大学新聞』百十五

号（1934 年 9月 29日掲載））参照．現にこれらの文書を活用した遠藤の著書『日本近世商業資本発達史論』（日本評論

社，1936 年）には，金田に対する謝辞がある．和仁 2016，502 頁註 60 参照．なお目録が整備されたのは，千原家文書

が 1979 年，古野家文書が 1985 年になってのことである（『九州文化史研究所所蔵古文書目録』十・十一（千原），十五

（古野）として刊行）． 
49 これら古文書類には，金田 2018 でも活用された博多古門戸町の証文類を始めとする重要なものが多数含まれ，使用

済み封筒等の再利用を通じて金田本人により分別整理されていた（写真 6）．九大への納入時期や経緯については不明で

あるが，状態からしてほぼ手をつけられることなく，旧貴重書室の一角で死蔵されていたようである．これらについて

はひとまずご遺族からの寄贈というかたちで文庫に組み入れ，現在整理を進めている． 
50 たとえば，中田に「破門」されたかたちで九大を追われ，また金田の助教授就任にとって大きな阻害要因であったは

ずの前任者瀧川政次郎（1897-1992）とは，実際には瀧川の失職後も良好な関係にあったことが，瀧川からの書簡類より

も窺い知れる．瀧川の一件については和仁 2016，98 頁註 14 参照． 
51 既述の展示や和仁・梶嶋 2018 では部分的に紹介している． 
52 高柳・石井「序言」（高柳・石井 1934所収）2頁．なお 1934 年 4月 28日『東京日日新聞宮城版』の報道「徳川時代

の法律研究で 栄えの高柳助教授 学術振興会から補助」によれば，対象となった研究題目は「寛保，宝暦，天明，天

保度四集成の出版」（研究補助 2,990円）であった．高柳 1991，109 頁． 
53 石井 1942，461 頁．なお後掲註 61も参照． 
54 中田書簡（1934 年 12月 21日付），及び同書簡での示唆をも受けての金田による「紹介」（金田 1935）145 頁． 

録されていた旧蔵書の集約のみならず，新たに寄贈

を受けた個人資料も併せて登録した．この資料群は，

金田没後，故つね夫人が夫の遺品として大事に保管

され，ご子息に受け継がれたもので，2017 年にご長

男金田久仁彦氏，ご次男金田史麻呂氏より九州大学

に寄贈された．存在自体，これまでまったく知られ

ておらず，言うまでもなく，金田を軸とする昭和 10

年代から20年代初期にかけての人的交流50や研究活

動はもとより，大学史の観点からもきわめて重要な

一次資料である．整理中ゆえ現時点ではまだ未公開

ではあるものの51，本資料より知り得る興味深い一

例として，本稿では『御触書集成』（岩波書店，1934

〜41 年）刊行の経緯について紹介しておこう． 

 同書の第 1冊目に当たる『御触書寛保集成』は，

やはり中田薫の門下生であった石井良助（1907-

1993），及び東北帝国大学法文学部助教授として赴任

したばかりの高柳真三（1902-1990）の両名が，日本

学術振興会の補助を受けて 1934 年に出版した52．と

りわけ石井は，この後『近世法制史料叢書』『徳川禁

令考』『御仕置例類集』『問答集』等，今日に至るま

で法制史に留まらず近世史全般に及ぶ重要な基礎的

史料集を次々と世に送り出していくが，『御触書寛保

集成』はまさにその嚆矢である53．しかしながら，か

かる大部の史料集刊行を，当時未だ駆け出しの研究

者であった彼らが行うことについて，師弟や門下の

間で様々な議論や思惑が交錯していたことが，金田

に宛てた多くの書簡類から判明する． 

 そもそも同書の刊行は，石井が帝国図書館所蔵の

写本を発見し，これを私的に写しておいたことが発

端であった54．刊行 2年前の 1932 年に東京帝大の助
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教授になったばかりの石井は，当時まだ東京帝大へ

の内地留学というかたちで在京していた兄弟子高柳
55にまずは話を持ちかけ，二人して出版について中

田に相談する．ところが中田の姿勢は消極的であり，

そもそも「若輩」研究者が研究よりも史料集の校訂

出版などに時間を割くべきではないなどと諭され，

一旦は断念していたのである56．中田も彼らの意気

込み自体は尊重しており，キャリアの浅い弟子たち

を案じて自らが学術振興会への出版申請に向けて動

いてもいた57．とはいえ，いわば教育的配慮から，彼

らが史料集刊行ばかりにのめり込むのを警戒し，助

力を申し出ると同時に「大規模の事業」としないよ

う注意を促していたのであった58． 

 他方で高柳は，石井に話を持ちかけられた当初か

ら，まさに「大規模の事業」としての史料集刊行を

企図していた．ゆえに，中田の消極的な姿勢に困惑

し，年齢も近かった金田に頻繁に宛てた書簡で胸中

を明かしていた．これに対して金田も事態を案じて

高柳を励まし59，比較的早い段階から同書の紹介執

筆を通じたサポートを念頭に置いていたようである．

執筆に際して金田は，高柳の真意や希望を書簡で確

認しているが，高柳は金田の厚意につき「光栄欣快」

と謝した書簡で次のように述べていた． 

 

日本の法制史学が中田先生のやうな立派な業績

をもつてゐながら，経済史などに比して景気が悪

いのは，といつて悪ければ勢力が微々としてゐる

のは，資料の利用に不便が多いことに重大な原因

があるのだと思ひます．（中略）それで我々は重要

な資料を校訂してまとめて印刷して，容易に見ら

れるやうにすることは，自分のためにもまた人の

ためにも，相当意義あることだと言ふことができ

やうと思ひます．尤も我々がそんな仕事に没頭す

 
55 「年譜」（高柳 1991）242 頁． 
56 以上については，高柳書簡（1933 年 7月 16日付），同（1933 年 8月 21日付）による． 
57 中田書簡（1933 年 5月 10日付），同（前掲註 54）．高柳の 7月 16日付書簡（前註）には，そもそもかかる「若輩」

が補助金をもらうことについても中田が「極めて厳格に考へて」いるとある． 
58 中田書簡（1933 年 5月 10日付/前註）． 
59 高柳書簡（1933 年 8月 21日付/前掲註 56）． 
60 高柳書簡（1934 年 12月 21日付）．しかしかかる考えにつき，中田には「殆んど同情していただくことができず，形

式上あの集成の出版はあれだけのことゝして終ることゝなってゐます」とも打ち明け，重ねて金田の理解を求めてい

た．後掲註 72も参照． 
61 『東京日日新聞』記事（前掲註 52）では，「徳川時代は文学方面は多く出版されてゐる」にもかかわらず「法律の方

面は今まで看過されて」きたとし，「徳川時代の法令全集の出版」は「わが国法令史の全貌を知るために必要なものであ

ります」とも述べている．石井もまた御触書集成刊行後に中田を介して依頼された帝国学士院での報告において「法制

史料の出版を企てるにあたって，まず法令集より着手することは，自然であると考える」（前掲註 53）と述べていたよ

うに，本格的かつ継続的な史料集刊行事業を企図していた． 
62 中田書簡（前掲註 57）．その 2ヶ月後，高柳は上京して石井とともに出版準備に着手するが，金田も同時期に上京予

定だったにもかかわらずそれが叶わず残念とある．同（1933 年 7月 15日付）． 
63 金田もまた，九州帝大赴任直後の不安定な身分であった折に中田や高柳からの鼓舞激励を受けていたことにつき，前

掲註 6の諸文献参照． 

ることは，あまりほめたことではないので，まあ

片手間に少し位やつたらよいと言ふことも考へ

ねばなりませんが，併しやはり法制史の方のこと

は，法制史をやるものがやらねば，人に任せてお

いていゝものではないと思ひます．また外国の例

について見れば，こんな仕事は政府なり学術団体

が手をつけねばならぬのに，殆んど注意されない

でゐるのも，法制史をやる者の責任がかなりある

と思ひます．60 

 

中田の懸念を理解しつつも，法制史が未だ学問分野

として弱体であるとの危惧に基づき，打開のために

も自分たちの世代がまずは基本史料の刊行を足掛か

りとして今後積極的に展開していかねばならないと

する気概が溢れている61． 

 しかしながら中田もまた，高柳とほぼ並行して金

田とは頻繁に書簡を交わし，高柳との行き違いにつ

いて，筆頭弟子である金田に釈明しその理解を求め

ていた62．一門における鎹的な役割を果たしていた

金田に対する信頼63が窺えるが，同時に，自身の定年

退官を目前にした中田が，東京，東北，九州各帝国

大学助教授として巣立ったばかりの，30歳前後で意

気込み溢れる弟子たちの将来と，彼らが今後担う学

界をどのように導くべきかを喫緊の課題として案じ

ていた姿勢の表れでもあろう．ゆえに，金田が紹介

の執筆に際して，高柳に対するのと同様中田にも意

向を問い合わせたのに対して，石井と高柳の気概や

尽力を損ねないよう配慮し，特に石井が出版に際し

て払った犠牲を具体的かつ詳細に記した上で，「事情

を熟知せる小生としては何等かの機会に本書出版に

関し石井君の隠れたる特別の功労に対し感謝の意を

表し」たいと思っていたゆえ，この点を自分から直

接聞いたというかたちではなく，「仄聞する処に依れ
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ばとか伝聞する処に依ればとか云ふ書出しの下」に

「特筆」して欲しいと書き送っていたのである64．の

みならず「紹介文」65では自ら，この史料集が「幕府

の政治財政」のみならず「民間の風俗慣習経済文芸

等普く社会現象の各方面に亙り，国民生活の諸相に

及」び，ゆえに「経済史，社会史及び文化史の研究

に対しても貴重なる資料」である，すなわちこの刊

行が法制史学に留まらず「我史学界の為に誠に同慶

に堪へざる」と幅広い分野に跨る重要性を有するこ

とを強調し，校訂経験のない「若輩」による出版へ

の信頼性や訴求力を高めるべく助力していた． 

 かかる師と兄弟弟子それぞれの意を丁寧に汲み取

った金田は，「本書刊行が機縁となり，必ずや近き将

来続々と，法制史料の出版が行はれるに違ひないと

考へる時，我々の不満は全く雲散霧消，無上の歓喜

を感ずる」66「美事なる第一期の成果」67などと，高

柳らの意気込みを後押しし些か大仰とも思われる賛

辞を随所に散りばめて，これに忠実に応えている68． 

ところが出版後，同書には直ちに『大阪市史』の

編纂執筆経験も有する経済史の重鎮幸田成友（1873-

1954）から反応が寄せられた．幸田は同書刊行を「慶

賀に堪へざる」としながらも，敢えて「徒らに賞賛

の辞を陳べることを廃し」，むしろ「互いに手を携へ

て向学の一路を辿らんと欲する」意からの疑問を提

示する69．しかし石井と高柳はこれに対して激しく

反発し，石井は高柳と相談の上即座に，これを「果

して厳正なる学者的態度を以て書かれたものである

 
64 中田書簡（前掲註 54）． 
65 『御触書集成』宝暦〜天保各初版本末尾の「「御触書集成」刊行目録」中に，「中田薫博士推奨」として掲載．1958 年

以降のリプリント版には収録されていない．なお金田 1938 には「第一の巻発行当初発表，以下の各冊末尾に添付」とあ

るが，寛保集成への掲載は管見の限り未確認． 
66 金田 1935，140 頁． 
67 金田 1935，145 頁． 
68 高柳はもとより石井も 1935 年 2月 14日付金田宛の書簡で，金田の紹介に対し「精緻なる御紹介」「過分なる御褒

詞」と謝意を表している． 
69 幸田 1935a，310 頁． 
70 石井 1935a，同 1935b（引用は石井 1935a，123 頁）．高柳もまた，幸田書評が公表された直後の 1935 年 1月 29日付

金田宛の書簡において，「あんな風に当り散らされてばかりすまされない」ゆえ「石井君と協議して」「駁文」を載せる

ことにした旨報告し，また同書評について「何か敵意なり反感を示すものが感じられる」「実のところ幸田成友氏に対し

ては尊敬心がなくなりました」とまで記している． 
71 史料集校訂のベテランであった幸田の指摘には強ち不当とは言えないものも多く含まれ，現に彼が指摘した目録や索

引の不備等については，後に彼ら自身が補完している．また，研究補助について「校訂出版も結構であるが，それより

更に一歩を進め，校訂した古書そのものについての研究を奨励すべきではないか」（幸田 a，315 頁）と，当初の中田の

姿勢とも通ずる批判をしたことも，彼らをさらに刺激した一因であろうか． 
72 『御触書集成』とちょうど同時期の 1933-5 年にかけての，幸田の推薦により本庄が編纂主任を務めた『明治大正大

阪市史』（第六巻『法令篇』は本庄の担当）の刊行も，前述の高柳書簡（前掲註 60）が示す認識の一因をなしていたと

思われる．中田の紹介文（前掲註 65）も，かかる学界状況に対する高柳・石井らの意識を念頭に置いたものであろう．

金田もまた「日誌」（和仁・梶嶋 2018）410 頁で本庄の『日本経済社会史』を「ジャーナリスティック」と評し，一体に

日本経済史の「現在のもの」を「少々甘い気がする」と，対抗意識を露わにしていた．なお追加寄贈された金田文庫の

個人資料には，本庄から寄贈された 1933 年刊行の『経済史研究』が 3冊ほど含まれている． 
73 金田久仁彦氏は，2017 年初頭に初めてお目にかかった時点では，むしろ九大以外に蔵書を売却された旨言及されてい

た．また金田の生前にしばしば自宅を訪れていたという秀村名誉教授も，集約した蔵書をご覧になった際，これらは一

部に過ぎず，多くは弟子の服藤弘司氏が譲り受けているのではないかと指摘されていた． 

か否か，我々の甚だ疑問とする体のもの」と断ずる

きわめて攻撃的な反駁文を公表した70．過剰とすら

思える彼らの反応71の背景には，以上のように，中田

から賛同を得られていないとの意識に基づく不安，

それと表裏一体をなすところの中田による学問的庇

護からの自立に付随する葛藤，さらには，幸田はも

とより，黒正巌（1895-1949）を始めとする多くの門

下を抱え，『近世社会経済叢書』『経済史研究』の刊

行や日本経済史研究所の設立等，当時活発な活動を

見せていた本庄栄治郎（1888-1973）ら経済史への強

い対抗意識72の交錯があったのである．その後幸田

からの批判にむしろ後押しされるかのように，高柳

と石井はほぼ年１巻のペースで御触書集成全 5巻の

刊行を進めてゆくが，中田の次世代としてとりわけ

近世法制史の基盤を築き上げ，今日に至るまで大き

な学問的影響力を持つ金田，高柳，石井らの出発点

が，象徴的に立ち現れている事例といえよう． 

かかる紆余曲折を孕み金田の手元に届いたはずの

『御触書寛保集成』は，九大の金田文庫には見出せ

なかったが，後日別途発見された（次述）． 

 

5. 他大学に納入された旧蔵書 

  九州大学において金田文庫として確認・集約した

ものは，まとまった分量であるとはいえ，生前に存

在した蔵書・資料の一部に過ぎず73，それ以外は不明

であった．ところが 2017 年に寄贈を受けた個人資料

の中に，偶然にもその詳細について具体的に示す書
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簡類が発見されたのである． 

 まずは判明した限りでの納入先および金額を示し

ておこう74． 

 

九州大学法学部                91,500円 

福岡学芸大学（現・福岡教育大学）8,960円 

八幡大学（現・九州国際大学）    7,500円75 

大分大学                       6,300円 

大阪大学                       2,000円 

巌南堂                        52,000円 

 

これらの蔵書売却はすべて，ご遺族一家が夫人の出

身地である東京に居を移した 1951 年に故つね夫人

からの依頼に基づき，西洋法制史担当教授であった

吉田道也（1912-1992），弟子の服藤弘司（1921-2005 

当時大学院特別研究生），庄野英三（法学部助手/事

務主任）76，高木孝詮（1905-1981 当時八幡大学法学

部長）らの協力によって行われた．うち九大法学部

が購入した文庫の分が金額からも全体の過半に上る

と推定されるが，重複等を理由に購入を見合わせた

分が上記４大学に，さらに残余が巌南堂に売却され

たようである77． 

福岡学芸大学購入分については売却候補リスト

（写真は本稿末尾に掲載）78が残されていたため，福

岡教育大学学術情報センター図書館にて確認を行っ

た（担当：山根）．八幡大学購入分についての記録は

なかったものの，九州国際大学図書館で調べたとこ

ろ，新たに蔵書の存在が判明した（担当：和仁，梶

嶋）79．従って本稿では両大学で判明した金田蔵書リ

 
74 前述台帳の他，清水邦夫（福岡学芸大学事務局長）から城義臣（後述）宛の書簡（1951 年 9月 18日付），庄野英三

（後掲註 76）から金田つね子氏宛葉書（1951 年 9月 19日付）． 
75 高木孝詮から金田つね子氏宛の書簡（1951 年 7月 29日付）によるが，九州国際大学図書館所蔵の購入台帳に基づい

て算出すると 7690円となる．高木については後述． 
76 庄野とは金田の生前から深い交流があったことにつき，秀村 2018b，352 頁．九州大学法学部教授会議事録および

『貴重書目録リスト 法制史資料 古文書・県郡誌（九州大学法学部）』によれば，庄野は 1960 年代後半に法学部図書

係長，1969 年から退職する 1973 年まで日本法制史の講師を務め，法制史料を含む古文書調査を実施している． 
77 金田つね子氏宛の庄野書簡（前掲註 74），及び同吉田書簡（1951 年 9月 18日付）． 
78 清水書簡（前掲註 74）に同封されていたもの，全６葉． 
79 福岡学芸大への売却候補リスト（前註）からは，購入を見合わせた書籍についても判明するが，先に売却を打診した

と思われる，後述の八幡大学購入分との重複はない．大分大学についてもリストの未購入分を手掛かりに調べたもの

の，今のところ金田蔵書と認定し得るものは確認出来ていない（担当：和仁，梶嶋）．なお大阪大学分は未調査． 
80 清水書簡（前掲註 74）．城は金田一家とは戦前近所で親しく，一家が疎開地を検討する際も，自身の郷里である隈府

町（現・熊本県菊池市）行きを世話したり，金田没後もご子息の媒酌人を引き受けたりもしていた（金田久仁彦氏談）．

金田が非常勤として羅馬法講義を担当したことのある法政大学の助手・講師や九州日報編纂局員を務めていたことも，

かかる関係に影響していたか． 
81 なお福岡教育大学学術情報センター図書館が所蔵する図書原簿には，1951 年 9月 26日に服藤より 49冊購入したとあ

る． 
82 前掲註 79参照． 
83 松隈 1980，4-5 頁，及び九州国際大学同窓会 2003，12-3 頁． 
84 松隈 1980，8-10 頁．なお「日誌」（和仁・梶嶋 2018）414 頁によれば，そもそも九州帝大着任間もない時期に，商法

担当の助教授に就任し，後に法制史に転ずるという話もあったようである． 
85 松隈 1980，20 頁．金田文庫にも関連する辞令類が収められている． 

ストをも掲げておくことで，生前の蔵書のヴァーチ

ャルな補完を試みるとともに，それぞれの特徴につ

いて若干の指摘をしておきたい． 

 福岡学芸大学への売却は，九大への売却から凡そ

半年後の 1951 年９月 18 日に，城義臣（1904-1976 

当時参議院議員（熊本選挙区））80を介して行われて

いた81．金田と同大学との直接的な関係は管見の限

り不明であるが，1949 年に創設されて間もない近隣

の新制大学ゆえ蔵書蒐集に積極的と思われ売却先の

候補として上がったのだろうか．実際に購入した書

籍は九大には既に所蔵されていた当時の法学政治学

の基本文献が殆どで，提示されたリストの半数程度

に相当するが82，学生時代に講義を受けた穂積重遠

（1883-1951 民法）や，九州帝大同僚であった大澤，

今中，金田とともに後述の九州法学校にも関わった

舟橋諄一（1900-1996 民法），金田の学位論文審査委

員も務めた山中康雄（1908-1998 同）らからの著者

献呈本も多数含まれている．【別表２】 

 対して八幡大学とは金田は，前身の九州法学校か

ら深く関わっていた．1930 年に九州帝大教授の大澤

章を校長として小倉に創立され，北九州地区初の人

文社会科学系高等教育機関であった同校83には，金

田も 1934 年より学監として関与し，商法総則の講義

などを行っていた84．1940 年にはこれを継承した九

州専門学校が戸畑に設置されるが，初代校長となっ

た九州帝大同僚の宇賀田順三（1898-1979 行政法，

後に八幡大学学長）の右腕として設置申請段階から

支え，第二部長（夜間）を務めている85．加えて自身

が講義を担当したのはもとより，九大で育んだ後進
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や教え子たちを多く教師として送り出してもいたが，

その一人であった高木が蔵書売却に尽力したのは当

然の成り行きであったと思われる86． 

 調査で金田の蔵書と判明したものは 14 冊と多く

はないものの87，編者献呈の初版本『御触書集成』全

5 冊が，きわめて良好な状態で見つかった（写真 7）．

既に所蔵があり重複を避けた九大が購入しなかった

ために，八幡大学に収められたものと思われるが，

金田による多数の栞88が挟み込まれており，先述の

ように法制史学史上も重要なものである89． 

 

写真 7   

『御触書集成』（九州国際大学図書館所蔵） 

 

その他，金田が石井に提供した「嚴牆集」（文化史所

蔵写本）を含む『近世法制史料叢書』（全 3 冊，栞多

数，九大金田文庫には第一のみ所蔵）の編者献呈初

版本，九州帝大初の法学博士でもあった大澤の学位

論文『国際法秩序論』（著者献呈本）もある．【別表

３】 

 なおこれらの蔵書については現在，九州国際大学

図書館「金田文庫」とされている（2021 年 6月 8日

に蔵書集約及び表記書換済み）． 

 

 
86 高木は九州帝大法文学部において，金田と同じ茨城県出身で当時京都帝国大学より兼任教授として出講していた宮本

英脩（1882-1944）の下で刑法を専攻すると同時に，金田が指導していた法律扶助部の責任者も務めていた．卒業後には

同大国文科に再入学し，江戸期の町人文学研究に従事した後に，金田の推薦によって九州専門学校で教鞭を執ることと

なった．松隈 1980，203 頁．八幡専門学校の時代には，文学や古文を教えたこともあったようである．九州国際大学同

窓会 2003，162-3 頁．なお高木書簡（前掲註 75）には，服藤からの依頼で同大学の図書係に調査を命じ，大学にない書

籍を購入することにしたとある． 
87 なお松隈 1980，47-8 頁によれば，同校が 1950 年に八幡専門学校から八幡大学へと昇格するに際し，その前年に大規

模な図書整備運動を実施していた．他方で八幡製鉄所図書館からの約 1万冊の永久貸与の話もあり，図書館書庫の収容

能力も問題となっていた．同，70頁．蔵書売却が大学昇格のための図書整備運動が蔵書売却の時期と重なっていたか，

または新書庫が完成した 1951 年 8月末以降であったとすれば，さらに多くの蔵書が九州国際大学に残された可能性もあ

ったであろうか． 
88 栞として用いられていた紙片の中には「九州帝大法文学部昭和 3 年 10月 31日憲法（上杉講師）受験票」もあった．

九州帝国大学法文学部教授会議事録によれば，金田自身もかつて東京帝大で講義を受けた上杉は，法文学部の内訌事件

の際の応援講師として同年７月来福し，九州帝大の講義を担当した．学生たちに好評を博していた様子について，「上杉

博士詩を揮毫 法文学部学生の為めに」「慰労会では博士独特の瞑想勉強法を」『九州帝国大学新聞』一三号（1928 年 7

月 17日掲載）を参照．なおこの時既に体調を崩しており，翌 8月には岐阜県での講演中に卒倒して東京帝国大学附属病

院に入院，一旦退院するものの翌 4 年 4月に病没している．今野 2018，303 頁以下． 
89 使用頻度の高い九大に所蔵されていたら，恐らく栞は保持されず，状態も損なわれていたかもしれない． 

おわりに 

 2017 年 10 月 9 日，金田の教え子である秀村選三

名誉教授とご長男金田久仁彦氏が，旧箱崎キャンパ

スの文系合同図書室を来訪された．文庫の設置が決

定し書庫の一角に漸く集約された故金田博士の旧蔵

書との，実に 70 年ぶりの邂逅を果たすためであっ

た．ご覧になるなり「ああ，先生・・・」と，並べ

られた書列を慈しむように触れ，そのまま跪かれた

秀村名誉教授，書庫を立ち去る際，図書室の扉に向

かって「さよなら！」と，まるでお父上に別れを告

げられるかのように力強く手を挙げて呼びかけられ

たご長男，そのお姿は，学者にとって蔵書とは単な

る「モノ」ではなく所有者の学問的人格そのもので

あることを何より強烈に示す光景であった． 

 その後翌年 2018年 2月 19 日にも忘れ難い出来事

があった．文庫化を喜んで下さり終始温かなご助言

を下さっていた秀村名誉教授がこの時だけ，金田が

図書館長を務めた旧図書館（保存図書館）に和仁を

呼び出し，文庫化について「あなたは一体金田先生

に恥をかかせる気ですか」と，きわめて厳しい口調

で叱責されたのである．もとより文庫化への道程が

容易ならざるものであったことは深く理解されなが

らも，あくまでも残存した限りでの，量的には決し

て多いとは言えない部分的な蔵書が一旦「文庫」と

なってしまうことで，却ってそれが蔵書のすべてと

の誤解を生み出し，ひいては学問自体が貧弱であっ

たかのような誤った印象を後世に植え付けてしまう

のではないか，という懸念からのことであった．蔵

書を恩師の学問の体現と捉えた上で，70 年近くを経

てもなおかくまで思い入れられる姿勢に，真の学恩

が本来的に有する不変の価値を思い知ったと同時に，

文庫化することの責任や重みを改めて痛感させられ

た． 
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 書籍や資料は時として，単なる「モノ」として捉

えられる．古い蔵書・資料や重複本の廃棄という痛

恨事がしばしば生じるのは，かかる認識が根底にあ

るからでもあろう．しかし一旦ある所有者の手に渡

った途端，そこには当該書籍を選択した所有者の意

志なり世界観，学問観が反映され，その書籍なり資

料なりが本来持つ意義に加えて新たな価値をも持つ

こととなる90．加えて所有者の書き込み等があれば，

これはまさに新たな「資料」そのものである．文庫

化によるかかる書籍や資料の集積は単なる「本の寄

せ集め」などではなく，所有者が生きていた時代の

学問世界及びそれを取り巻く時代環境を可視化し，

その立体的な再構築をも実現する．本格的な展開期

を迎えつつあった法制史学を軸とした昭和初期にお

ける文科系学問の実相を力強く語る金田文庫は，ま

さにその好個の一例といえよう． 

※本稿は，早稲田大学特定課題研究助成費(課題番

号：2019C-022，2020C-028)，JSPS科研費 21K01107

による研究成果の一部である．文献等の引用に際し，

旧字・異体字は適宜通用字に改めた．なお調査に際

して，福岡教育大学学術情報センター図書館，なら

びに九州国際大学図書館からは格別のご高配をたま

わった．この場を借りて篤くお礼申し上げたい． 

90 山根 2009，29 頁の指摘も参照． 

本稿執筆中の 2021 年 4 月 15日，秀村選三名誉教授

が逝去された．ここに至るまでの一連の過程は，秀

村名誉教授による数々のご貢献なくしては成し得な

かったものである．著者一同，言葉に尽くせぬ満腔

の感謝の意をもってこの小稿を捧げるとともに，衷

心より秀村先生のご冥福をお祈り申し上げます． 

秀村選三名誉教授と金田文庫(2017 年 10 月 9日) 
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��� =M����0��� ᪥ᮏᅧ㜵⥂⃽ㄽ���ᯇᮏ἞ᙪⴭ ���� �
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��� =M����0��� ᪥ᮏၟᴗྐ���ᐑᮏཪḟⴭ ���� �

��� =M����2��� ኱᳃◊㐀ᩍᤵ㑇✏���>኱᳃◊㐀ⴭ@���ᨾ኱᳃◊㐀ᩍᤵグᛕ஦ᴗ᭳⦅ ���� � ࡋ࡞≀⌧

��� =M����2��� ⤫ไ⥂⃽ㅮᗙ���኱㜰ẖ᪥࣭ᮾி᪥᪥᪂⪺♫ࢺࢫ࣑ࣀࢥ࢚㒊⦅���� ���� �

��� =M����3�� ᅧẸ⤒῭ཎㄽࣥࣁࢡࢵࣆ���ཎⴭ���๓⏣⛱㟹㆞ ���� �

��� =M����7��� ᪥ᮏ⥂⃽Ꮵྐ���℧ᮏㄔ୍ⴭ ���� � ࡾ࠶

��� =M����<�� ⌧௦ဴᏥᛮ₻���▮ᓮ⨾┒ⴭ ���� �

��� =M����1��� ㍯୰⪹ⴠᆅㄅ���୰ἑ㎩ḟ㑻�>࠿࡯@�ඹⴭ ���� � ⱝᮡ㇏ኴ㑻࣭࣭࣭᫛࿴��ᖺ�᭶��᪥࣭࣭࣭ࠖࠕ

��� =M����5�� ୡ⏺ྐࡢ౑࿨���࣮ࣜࢫⴭ���ᆏཱྀ᪸��Ᏻ⸨ಇ㞝ඹ㆞ ���� �

��� =M����,�� ᪥ᮏ᭩⣖㏻㔚���㣤⏣Ṋ㒓ⴭ���➨�㹼➨ࠊ�⣴ᘬ ���� �

��� 'M����7��� ᖇᅧ᠇ἲṇゎ���ⱥష⋊⡿ᬑᑞ↷���㎮ᕭᑠ஧㑻ⴭ ���� � ᫂἞ᩥᗜ࡚ࡋ࡜㈗㔜᭩ᐊࡾ࠶࡟
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��� .M����0�� ྂ௦ἲ���࣓ࣥ࢖>ⴭ@ ���� � ࡾ࠶ ᫂἞ᩥᗜ࡚ࡋ࡜㈗㔜᭩ᐊࡾ࠶࡟

��� .M����0�� ⋊㐓ℹ���ᐑෆᅧኴ㑻ⴭ��ᖇᅧⓒ⛉඲᭩���➨���⦅� ���� � ᫂἞ᩥᗜ࡚ࡋ࡜㈗㔜᭩ᐊࡾ࠶࡟

��� 6M����0��� ⱥ⡿≢ጮᚊ���඲���ᯇ஭㡰᫬㆞㏙ ���� � ࡾ࠶ ᫂἞ᩥᗜ࡚ࡋ࡜㈗㔜᭩ᐊࡾ࠶࡟

��� � ྂ௦ᮧⴠࡢ◊✲���᪩ᕝᏕኴ㑻ⴭ ���� � � ࡋ࡞≀⌧

��� � ாಖ᧝せ㢮㞟���▼஭Ⰻຓ⦅ ���� � � ࡋ࡞≀⌧

��� � ㏆ୡ⸬ἲ㈨ᩱ㞟ᡂ���ி㒔ᖇᅜ኱ᏛἲᏛ㒊᪥ᮏἲไྐ◊✲ᐊ⦅���➨�ᕳ ���� � � ࡋ࡞≀⌧

��� � ㏆ୡ⸬ἲ㈨ᩱ㞟ᡂ���ி㒔ᖇᅜ኱ᏛἲᏛ㒊᪥ᮏἲไྐ◊✲ᐊ⦅���➨�ᕳ ���� � � ࡋ࡞≀⌧
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� .M����%��� ᩥ໬⏝ᩥ❶ ᩥ໬��ᖺ ���� Ụᡞ 㸦᭷⫋ᨾᐇ㸧㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉
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�� .M����'��� ⏣ἲ㞧ヰୖࠉ ᇛᡞ᪂஧㑻 ᩥᨻ�ᕭᖺ�᭶ ���� ᪥ᮏ ㎰ᴗ㸭㎰᭩ ❿ᖒ �෉

�� .M����'��� ኱ᩥࣀᏐࠉ㸦኱඲㸧 ᪥ᮏ ㎡᭩㸭Ꮠ᭩ ❿ᖒ �෉

�� .M����)��� 㒆ᙺᡤኳᆅேᚚᕸ㐩 ᫂἞��ᖺ��᭶ࡾࡼ ����㹼 ⚟ᒸ┴ ❿ᖒ �෉

�� .M����)��� ᅜẸ⏝ᩥ ⚟஭῟ ᫂἞��ᖺ��᭶��᪥ ���� ❿ᖒ �෉
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�� .M����)��� ᠇ἲⓎᕸສㄒ ᑠἙᩄ㑻⦅㍴ ᫂἞��ᖺ�᭶��᪥ ���� ❿ᖒ �෉
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�� .M����)��� ᾘᜥᩥ౛ ⸨஭ᐟᘺ㧗ᑦ ᐶᨻ��ᖺ ���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����)��� ᰯᐃᖖ㝣ᖏ ⥥ᘬὈ ៞ᛂ㸦�ᖺ㸧୤ᐥ ���� ᩥᏛ ❿ᖒ �෉

�� .M����)��� ⥆ᚋ⚄␗グ ⸨ཎ㛗ර⾨ ᫂࿴�ᖺ㎮ᖺ�᭶ ���� ᩥᏛ ❿ᖒ �෉

�� .M����)��� 㛤໬ᚲせᩥ❶ࠉୗ ⸨᥃㈗㔜⦅㍴ ᫂἞��ᖺ�᭶��᪥ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����)��� ࠝ⚟ᒸ⸬ἲ௧㞟ࠞ Ụᡞᮇ ⚟ᒸ⸬ ἲไ㸭⸬ἲ ❿ᖒ �෉
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�� .M����+��� ᖇᅜᩥド኱඲ࠉୗ ཎ⏣㐨⩏ ᫂἞��ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����+��� ᭩⩶኱඲ୖࠉ Ⲷཎஎᙪ ᫂἞�ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����+��� 㛤໬⏝ᩥドࠉ඲ ཎ⏣㐨⩏ ᫂἞��ᖺ�᭶ ���� ❿ᖒ �෉
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�� .M����+��� 㒑౽ࡁࡀࡣ⏝ᩥ ᮏ⏣฼႐ ᫂἞��ᖺ ���� ❿ᖒ �෉
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�� .M����,��� ୺ᚑ᪥⏝ᲄ┠ࠉ඲ ụ⏣⩏ಙ㏙ ᘯ໬�ᖺஎᕭ�᭶ ���� ᩍ⫱ ❿ᖒ �෉

�� .M����,��� ᫂἞ᩥド኱඲ࠉ᏶ ఀ⸨຺ර⾨ⴭ ᫂἞��ᖺ��᭶ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����,��� ቚሙᚲᦠ ⡿"Ἑඛ⏕㍴ ᫂἞��ᖺ�᭶�ኳಖ�ᖺᡂ❧� ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����,��� 㛤໬ᬑ㏻⏝ᩥ❶ 㣤἟Ᏺ୍ ᫂἞��ᖺ��᭶ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����,��� ┿᭩༓Ꮠᩥ ᕑ㇂ಟ ᫂἞��ᖺ�᭶��᪥ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����.���� ສㄒ㏙⩏ ᰩ⏣ᐶ㏙ ᫂἞௨㝆 ᪥ᮏ ᨻ἞㸭᫂἞ ❿ᖒ ෗ᮏ �෉

�� .M����.���� බ⚾⏝ᩥ❶ࠉ➨୍㞟 㮵ඣᓥ⸬ ᫂἞�ᖺ㎞ᮍᏗ᫓ ���� ᪥ᮏ ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����.���� ⩦Ꮠබ⏝ᩥ 㯮⏣⾜ඖࠊᕝ℩ⓑᕑ ᫂἞�ᖺ�᭶ ���� ᪥ᮏ ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����.���� ᖺ୰㔜ᐆ᠜୰ᡭᙧドᩥ㞟ࠉ඲ Ụᡞᮇ ᪥ᮏ ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩
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�� .M����.���� ⩶⋢ྂ≧ᡭ⩦㚷 ᕷᶫẶ ᐆᬺ�኉⏦ᖺ�᭶ྜྷ᪥ ���� ᪥ᮏ ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����.���� 㸦ᕸ㐩㸧 ᫂἞�ᖺ ���� ⇃㇂┴ ᨻ἞㸭᫂἞ ❿ᖒ �෉
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�� .M����.���� Ꮚ౪ࠉ᱌ᩥࠉ඲ ᒣᮏᖹྜྷ ᘯ໬�ᖺᕫᕭ�᭶ ���� ᪥ᮏ ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉
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�� .M����0��� ₎࿴ᩥࠉ❶኱඲ࠉ᏶ ᮧ⏣ᚯ඾ ᫂἞�ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����0��� 㣤ᒣ㑇✏ ᯇᯘ₞఑㬨 ᫛࿴�ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����0��� ᫂἞ᬑ㏻ᩥド┠㘓 ୕ᑿ㔜ᐃ ᫂἞��ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����0��� ᪂㑅ᬑ㏻ࠉᨵⰋ⏝ᩥ ┈Ọ᫭㞼 ᫂἞��ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����0���� ቑ⿵ࠉ᪥⏝ᩥ❶ࠉ඲ ₺⳻ڧ ᫂἞�ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����0���� ⓚᅜᩥド኱඲ࠉ඲ ┈Ọ᫭㞼 ᫂἞��ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����0���� ቑゞ෌∧ࠉ㆙ᐁ㝡෬⠍ࠉ᏶ ᯇ஭ⱱஂ ᫂἞��ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����0���� ⚃ᩥグ஦ㄽㄝࠉቑ⿵ᬑ㏻⏝ᩥࠉ඲ ୕Ꮿᘯ ᫂἞��ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����0���� ୕㔜┴ࠉ⏫ᮧ఍つ๎ ᫂἞��ᖺ ���� ❿ᖒ �෉
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�� .M����2���� ᑠᏛసᩥᚲᦠࠉබ⏝ᩥ ኴ⏣⫐㑻 ᫂἞��ᖺ�᭶ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����2���� Ẹᐙᩥࠉ❶᪩ᘬ኱ᡂ࣭ୖࠉୗ ኱ⶶ኱ᖖ ჆Ọ�኉Ꮚᖺ�᭶ ���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����2���� ኟ࣭⛅࣭෤㸦ᩥ❶௬Ꮠ⏝᱁㸧ࡦ࠿ࡘ࡞࠿❶ᩥ ኱ⶶỌᖖ ኳಖඖᖺ�᭶ ���� Ꮠ᭩ ❿ᖒ �෉

�� .M����2���� 㛤໬⏝ᩥ኱ᡂ ᑠ⏣ษ჆┆ ᫂἞��ᖺ�᭶ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����2���� 㛤໬ᬑ㏻⏝ᩥ❶ ᒸᮏᶒ୥ ᫂἞��ᖺ��᭶ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����2���� ⓚᮅṔ௦ἢ㠉ᅗゎ ኱ᵳㄔஅ ᫂἞ᗒ༗ึ෤ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ึᏛᩥ❶ᖼ୓㌫᪉ ᢎᛂ�ᖺᏗ᫓᪥ ���� ⏕ά㸭ᚰᚓ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ᨵṇࠉㅖドᩥ㢮㚷 ఫ┿୍㑻⦅㍴ ᫂἞�ᖺ�᭶ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ㅖே᪥⏝᭩≧せᩥ㞟 ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ⥛ �ᯛ

㸦グ㘓㈨ᩱ㤋࣭ἲไ㈨ᩱ㒊㛛ᡤⶶ㸧ࢺࢫ㔠⏣ᩥᗜ࿴⥛ᮏ࣭ྂᩥ᭩ࣜࠉ஑ᕞ኱Ꮫ㝃ᒓᅗ᭩㤋ࠚ���⾲ู࠙
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�� .M����6���� ၟᐙ᪥⏝᭩≧せᩥ ኳಖ��ᖺⓍ༲�᭶ ���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ㅖドᩥᐃ๎㚷ࠉ඲ ཭㬆▱㊊㰺ᯇ᪫ ᫂἞�ᗒ༗�᭶ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ⪷ᚨኴᏊ஬᠇ἲࠉ඲ ᘏᐆ�எ༲ᖺ�᭶ྜྷ᪥ ���� ᛮ᝿ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ᡭ⣬㏻⏝᭩≧⊂✍ྂࠉ඲ ᱵ㟘ᩗே
჆Ọ�ᖺ஻�᭶᪂้㸦᫂἞�ᖺ
ᕭ�᭶෌้㸧

���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ᫂἞ᐇ┈⏝ᩥ 㕥ᮌ㟷῱⦅㍴ ᫂἞��ᖺ��᭶�᪥ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ୡ಑㏻⏝୍➹ၨୖࠉ඲ ᘧீ୕㤿᧝
ᩥ໬��⏥ᠿᖺ�᭶㛤∧㸦୓ᘏ
ඖᗒ⏦ᖺ�᭶��้㸧

���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ୡ಑㏻⏝୍➹ၨୖࠉ඲ ᘧீ୕㤿᧝
ᩥ໬��⏥ᠿᖺ�᭶㛤∧㸦ኳಖ�
ᖺ�᭶�้㸧

���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ⲡ᭩ῡᾏ࣭ୖࠉୗ 㰻⏣᐀ሀ᧝ ᘏᐆஎ༲᫓�᭶ ���� ㎡᭩ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ᚚᐙ᭩ᮐ኱ᡂࠉ඲ ⰪἨᇽඛ⏕㛛ேᫀἨᇽᥭᒣ Ụᡞᮇ ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ᡭ⣬㏻⏝᭩≧⊂✍ྂࠉ඲ ᱵ㟘ᩗே
჆Ọ�ᖺ஻�᭶᪂้㸦᫂἞�ᖺ
ᕭ�᭶෌้㸧

���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ෞຍカࠉ඲ ㇏ᚋᅜڧఫ㍜ோᇽ㛵୍ᴦ⩝ ாಖ�ᖺ௰෤ୖ᪪ ���� ᛮ᝿㸭൲ᩍ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ᚲ⏝⠇⏝኱㞧᭩ࠉ඲ "㧗㈡඲ Ᏻᨻ�ᕫᮍᖺᗎ ���� ⏕ά㸭ᚰᚓ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ㅖᚚᙺ┠㘓 ᩥ໬��Ⓧ㓀ᖺ ���� Ụᡞ ᨻ἞㸭ᖥᗓ ❿ᖒ �෉

�� .M����6���� ㅖドᩥ౛ࠉ඲ࠉ㸦㢌᭩つ๎඲᭩㸧 ᕳڧ₺ ᫂἞�ᖺ෤��᭶ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����7��� ッ⟅ୗ᱌኱ព 㧗⏣ᩗ஬㑻 ᫂἞�ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

�� .M����7��� ึᏛᩥ❶ᖼ୓㌫᪉ 㭯ᒇྜྷྑ⾨㛛 ᐶᩥ�ᖺ ���� ⏕ά㸭ᚰᚓ ❿ᖒ �෉

�� .M����7���
㸦▚♩グ㸦ኳ୺㝆⏕����ᖺṓḟᠾ㎮㸧㸧ኳ୺㝆
⏕༓ඵⓒභ༑ඵᖺṓḟᠾ㎮▚♩グ

���� ⏕ά㸭ᬺ㸦ࢺࢫࣜ࢟ᩍ㸧 ୍⣬ �ᯛ

�� .M����7��� ᡭᙧドᩥ㞟 ᮾ㒔ࠉỌᰤ㌺ⶶ Ụᡞᮇ ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����7��� ㅖᅜ᭩≧ᣦ ᶲṇᩗ ᩥ໬��ᖺ ���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

�� .M����7��� ᙜὶᑠㅕᱱሻ㞟 ኱㔝ᮌᕷර⾨ ᫂࿴ඖ⏦ṓᏗ෤ ���� ᩥᏛ ❿ᖒ �෉

�� .M����7��� ၈ᅵカⵚᅗᙡࠉᕳஅඵ Ụᡞᮇ ୰ᅜ ᆅ⌮㸭⤮ᅗ ❿ᖒ �෉

��� .M����7��� ᡃὠ⾨ ᯇ⏣Ⓩࠉᖾ㒓 ᫂἞��ᖺ�᭶��᪥ ����
❿ᖒ�ྜ
⥛

෗ᮏ �෉

��� .M����7��� ኱඾ࠉᏛㄒ⠍࣭ୖࠉୗ ᫂࿴�ᖺ኉㎮�᭶ ���� ㎡᭩࣭Ꮠ᭩ ❿ᖒ �෉

��� .M����7��� ቑ⿵ࠉ᪥ᮏộ㊰அグ ᐶᨻ�ᖺ୤㎮᫓ ����
ᮾᾏ໭ᾏす
ᾏ༡ᾏ

ᆅ⌮㸭ᆅㄅ ❿ᖒ �෉

��� .M����7��� ኈ㎰ᕤၟቑᏐᐆ㚷
᭩⯒኱ᆏࡲࡘࡉᆏᮾࡾ࡯␃ゅ
ᑎ⏣୚ྑ⾨㛛

ᐆᬺ��ᖺ ���� ᩍ⫱ ❿ᖒ �෉

��� .M����7��� ኱Ύ㐨ග஧ᖺ᫬᠇᭩ 㐨ග�ᖺ ���� ₎⡠㸦᪉ゅᬺࠊ➼㸧 ❿ᖒ �෉

��� .M����7��� ኱඲ᡭ⣬ᩥࡢ ᪂ᗉᇽ ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

��� .M����7��� ჆Ọ᪂∧ࠉ኱ᐆ⏝ᩥ❶኱ᡂࠉ඲ ᩥᾏᇽ ჆Ọᗒᠿ ���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

��� .M����7��� ࠝከ㈡ᇛᣅᮏࠞ ኳᖹᐆᏊ�ᖺ��᭶�᪥ ��� ௚ࡢࡑ ୍⣬ ୍⣬

��� .M����7��� ኱඲᪩Ꮠᘬ⠇⏝㞟 ᩥᏐ ❿ᖒ �෉

��� .M����7���� ኱඲❺Ꮚ ᮶ࠉ඲ ᒣᕝ⃈ᡂ ኳಖ୎㓀ኟ�᭶ ���� ᩥᏐ ❿ᖒ �෉

��� .M����7���� ㈚೉ᐃ๎ᚚᕸ࿌෗ ᫂἞௨㝆㸦᫂἞�ᖺ㡭ࣧ㸧 ����㡭ࣧ ❿ᖒ �෉

��� .M����7���� ᙜ⏝ᡭ⩦≧ ᬕ᭎ᇽ୍⋞ ᩥ໬�ᕫᕭᖺ�᭶ ���� ⱁ⾡㸭᭩⏬ ❿ᖒ �෉

��� .M����7���� ᡭ⣬⏝ᩥ❶ࠉ඲ Ụᡞᮇ ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

��� .M����7���� ቑ⿵ࠉᡭ⣬᪩౽฼኱඲ࠉ඲ ᘯ໬�୎ᮍᖺ�᭶⿵้ ���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

��� .M����7���� ኱ᡂ᭩≧㙾 ჆Ọ�㎞஻ᖺ ���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ᑠᶓᖒ �෉

��� .M����8��� ㅖ᭩ᩥ౛ࠉቑ⿵ᬑ㏻᱌ᩥ࣭ୖࠉୗ Ᏹ႐ከᑠ༑㑻 ᫂἞��ᖺ�᭶ ���� ⏕ά㸭ᚰᚓ ❿ᖒ �෉

��� .M����8��� ᫂἞ສペ ᳜ᮧڧ㏻㸦⦅⧩㸧 ᫂἞��ᖺ��᭶ ���� ᛮ᝿ ❿ᖒ �෉

��� .M����8��� බ⚾᱌ᩥ Ᏹ႐ከᑠ༑㑻 ᫂἞�ᖺ��᭶㸦ฟ∧㸧 ���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

��� .M����:��
㰐㢌ᨵṇࠉ᫂἞ᩥド኱඲ࠉୗࠉ㸦᫂἞ᩥド኱
඲㸧

Ώ㎶┈ ᫂἞௨㝆 ❿ᖒ �෉

��� .M����<��� ⩦Ꮠドๆ≧ࠉ඲ ᒣ᲍┴ ᫂἞௨㝆 ❿ᖒ �෉

��� .M����<��� ㅖドᘧ᦬せ౽ぴࠉ᏶ ᒣ⏣ಙḟ ᫂἞��ᖺ��᭶ ���� ❿ᖒ �෉

��� .M����<��� බ⚾᭩ᘧ౽ぴࠉ඲ ᒣᓮ┿୕ ᫂἞�ᖺ�᭶��᪥ ���� ᑠᶓᖒ �෉

��� .M����=�� ኱ᆅ㟈ᖼᒣᔂ኱ⅆỈᢲேṚ⏣⏿Ỉᦆ᭷ቑグ ᘯ໬�୎ᮍᖺ ���� ᆅ⌮㸭⅏ᐖ ❿ᖒ �෉

��� .M����=�� ቑ⿵ࠉㅖ⏝ᩥ㏻ ᶲṇᩗ
ᐶᨻ�ᐥᖺ�᭶᪂้ᩥ໬��ଢ଼ᖺ
ṇ᭶ቑ⿵⮳�้

����࣭���� ᭷⫋ᨾᐇ㸭᭩ᮐ♩ ❿ᖒ �෉

��� .M����$�� Ⲩᮌᐙᩥ᭩ ኳಖᏳᨻ ୍⣬ ୍⣬�Ⅼ

��� .M����$�� 㡸⏦㧥⤖ᗋሙᡤㄳ≧ ඖᩥඖᖺ ���� ୍⣬ ୍⣬

��� .M����$�� Ᏻ㧗ᩥ᭩ࠉドᩥ ୍⣬ ୍⣬

��� .M����&��� ༓ཎᐙᩥ᭩㸦⏣ᆅㆡΏㆇᩥ㸧 ୍⣬ ୍⣬

��� .M����&��� ᆅ౯ᆅ⛒ྎᖒ ᫂἞�ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

��� .M����&��� ᆅๆ≧ ᫂἞��ᖺ ���� Ⲉᇛ┴୍ �ᯛ

��� .M����'��� Ἶᆓⓑ≧ ❿ᖒ �෉

��� .M����(�� Ọ௦⏣ᆅ㈽Ώドᩥ ࿴₎⿦ ෗ �෉

��� .M����)�� 㸦㠡ᡭ㒆ᅄ㑻୸ᮧ㸧ྂ㔝ᐙᩥ᭩ ࿴₎⿦ ෗ ��Ⅼ

��� .M����)�� ࠝㄗ᭩➼㠡ᡭ㒆ᅄ㑻୸ᮧࠞྂ㔝ᐙᩥ᭩ ୍⣬ �Ⅼ

��� .M����)�� ྂ㔝ᩥ᭩ ჆Ọ�ᖺ ���� ୍⣬ �Ⅼ

��� .M����)�� ྂ㔝ᩥ᭩ ࿴₎⿦ ෗ �Ⅼ

��� .M����*��� ᚚ⏝␃ᖒ ኳಖ�ᖺ ���� ❿ᖒ ෗ �෉

��� .M����*��� ᚋ⸨ᩥ᭩ ჆Ọ㡭 ࿴₎⿦ ෗ ��Ⅼ

��� .M����*��� 㢪᭩ⲡ᱌ ᫂἞�ᖺ ���� ୍⣬ ୍⣬

��� .M����*��� ᭶㈿ドᩥ ඖ἞ඖᖺ ���� ୍⣬ ୍⣬

��� .M����*��� ஬ே⤌๓᭩ ❿ᖒ �෉

��� .M����*��� ஬ே⤌ᖒ ❿ᖒ �෉

��� .M����*��� ஬ே⤌ᚚ௙⨨ ᩥᨻ�ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

��� .M����*��� ஬ே⤌ᖒ ❿ᖒ �෉

��� .M����*��� 㒆᪉ᚚἲ᭩ ❿ᖒ �෉

��� .M����*��� ஬ே⤌ᚚ௙⨨ ᩥஂඖᖺ ���� ❿ᖒ �෉

��� .M����*��� ᚚ᮲┠ ᩥᨻ�ᖺ ���� ❿ᖒ �෉

��� .M����+��� ᮏ㒓ⴗཎ➲ᒇᩥ᭩ࠉㄳྲྀドᩥ➼ ࿴₎⿦ ෗ ��Ⅼ

��� .M����+��� ᮏከᐙᩥ᭩ࠉ㏦ࡾ≧➼ ࿴₎⿦ ෗ ��Ⅼ

��� .M����+��� 㛗㇂ᕝ㈆୍Ặᩥ᭩ ᘯ໬㡭 ࿴₎⿦ ෗ ��෉

��� .M����+��� ᪥⏣ᩥ᭩ ࿴₎⿦ ෗ ���Ⅼ

��� .M����+��� ༤ከᅵᒃ⏫ᩥ᭩ ኳಖ჆Ọ ୍⣬ �Ⅼ

��� .M����+��� ಖ㝤ዎ⣙᭩ ᫂἞ึᖺ ���� ࿴₎᭩ ෗ �෉
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��� .M����+��� ᮏ⏿ᚚ⦖ᖒ ᐆᬺ�ᖺ ���� ❿ᖒ ෗ �෉

��� .M����+��� ዊබேㄳ≧ᖒ ᫂἞��ᖺ ���� ❿ᖒ ෗ �෉

��� .M����,��� ᭹ᚷ㎭␲ᅗゎ ኳಖ�ᖺ ����
࿴₎⿦
��ᢡᮏ

�෉

��� .M����,��� ᏕᏊṇຓஅീࠉ▼ᯇ㔜ᕴࠉᯈ ୍⣬ ୍⣬

��� .M����,��� ▼ᢤᖒ ᩥ໬��ᖺ ���� ୍⣬ ୍⣬

��� .M����,��� 㸦㠡ᡭ㒆ᡤ஭ฟ㸧✄సᣠࢣᖺษ኎Ώドᩥ ᩥ໬��ᖺ ���� ୍⣬ ୍⣬

��� .M����,��� 㣤㔝⸬▱஦ࡾࡼ㢪᭩ዊ㢪ೃぬ ❿ᖒ �෉

��� .M����-�� ᑎ㝔ࡢ⾗㆟Ỵᐃዎ⣙᭩ ኳ᫂�ᖺ ���� ୍⣬ ୍⣬

��� .M����-�� ሿつ⿵�භ␒ሿ ❿ᖒ ෗ �෉࣭෗

��� .M����.��� ᮌ㐀ᡞᮌ㌷グ ❿ᖒ ෗ �෉

��� .M����.��� ሀᚿ⏣⏫ᩥ᭩ ࿴₎⿦ ෗ �Ⅼ

��� .M����.��� 㔠Ꮚ೉⏝ド᭩ ᫂἞��ᖺ ���� ୍⣬ ୍⣬

��� .M����.��� ㉁≀⏣ᆅドᩥஅ஦ ᐶᘏ�ᖺ ���� ୍⣬ ୍⣬

��� .M����.��� ྛ✀ドᩥ ��Ⅼ

��� .M����.��� ࿌୰➼♫᭳ᩥ ❿ᖒ ෗ �෉

��� .M����.��� ྂ௒༡ᐙ㞧グ ᶓᖒ �෉

��� .M����.��� 㧥⤖ᗋᩜ㔠㡸ࡾドᩥ㸦㡸ࡾ⏦㔠Ꮚஅ஦㸧 ୓ᘏඖᖺ ���� ୍⣬ ୍⣬

��� .M����.��� ྛ✀ドᩥ ୍⣬ �Ⅼ

��� .M����.��� ₎࿴సᩥ㞟 ❿ᖒ ෗ �෉

��� .M����.��� ᩍカ㞟ࠉ༢ ❿ᖒ ෗ �෉

��� .M����.��� ஂబල⊃ᒱᗄ㏑グ
࿴₎⿦
��ᶓᮏ

෗ �෉

��� .M����.��� ᾏ㜵ហᏑ ❿ᖒ ෗ �෉
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�� �����__.$�� ᪥ᮏ㎰ᆅㆇᩥࡢ◊✲���ᅵᆅൠ᱁฼Ꮚᑠసᩱㅖ័⾜ࡢㆰ㑄���㙊⏣ṇᛅⴭ ���� � ࡾ࠶ ᣳࡳ㎸ࡾ࠶ࡳ

�� �����__.$�� ┤᥋Ẹ୺ᨻ἞���Ἑᮧཪ௓ⴭ ���� �

�� �����__%�� ��⨩ฮ࡜⨥≢�ᑒᘓⓗฮ⨩ไᗘࡢᢈุ࢔࣮ࣜ࢝ࢵ࣋���ⴭ���㢼᪩ඵ༑஧ヂ ���� �

�� ������__.,�� ຿ാἲ���⳥ụຬኵⴭ � ࡾ࠶ ụຬኵ㸦ᾘ⥺㸧ࠖ㸦ⴭ⪅⊩࿊ᮏ㸧⳥ࠉㅽ࿊㔠⏣Ꮫ඗ࠕ

�� ������__.,�� ຿ാἲࡢ୺せၥ㢟���⳥ụຬኵⴭ ���� �
ࡾ࠶ࡳ㎸ࡁⴭ⪅ࠖ㸦ⴭ⪅⊩࿊ᮏ㸧���᭩ࠉㅽ࿊㔠⏣Ꮫ඗ࠕ
㸦ᚋே࠿㸧

�� �����__.,�� 㢮⪹㏆ୡ㢼಑ᚿ���ཎྡᏲ㈆ₔ✏���႐⏣ᕝᏲ㈆ⴭ���ᐊᯇᒾ㞝⦅ ���� � ࡾ࠶ ࡚ࠖ࡟᫛࿴༑ඵᖺ୍᭶୕༑᪥㔠ἑᏱ㒔ᐑ᭩ᗑࠕ

�� �����__.<� ⥂⃽Ꮵㄽᩥ㞟���༑࿘ᖺグᛕ���஑ᕞᖇᅧ኱ᏥἲᩥᏥ㒊>⦅@㸹኱ṇ��ᖺ�᭶෌∧ ���� � ࡾ࠶

�� �����__0,�� ḺὪㅖᅧᡚᚋࡢ᪂᠇ἲ���⨾⃰㒊㐩ྜྷ㆞ ���� �

�� ������__ ᫂἞⥔᪂���ᐑᮏཪḟⴭࡢୖྐ῭⤒ � ࡋ࡞≀⌧

�� �����__1�� ᪥ᮏၟேྐ���᪥ᮏṔྐᆅ⌮Ꮵ᭳⦅ ���� � ࡾ࠶

�� �����__2�� ㏆௦ḺὪᨻ἞ྐ���ᒸ⩏Ṋⴭ ���� � ࡾ࠶ ᭩ࡁ㎸ࡳከᩘ㸦ᚋே࠿㸧

�� �����__2�� ᪥ᮏ᠇ᨻྐ���ᑿబ➉⊛ⴭ ���� � ࡾ࠶

�� �����__2�� ���኱⃝❶ⴭ✲◊ࡢᾏㄽ⏤⮬ࢫ࢘࢕ࢸࣟࢢ ���� �
��᫛࿴ࠉ㔠⏣ᖹ୍㑻Ꮫ඗ᜨᏑࠕᖺึኟࠉⴭ⪅ࠖ㸦ⴭ⪅⊩࿊
ᮏ㸧

�� ������__6$�� ㏆ୡ᪥ᮏ᐀ᩍᛮ᝿ྐ���Ḉ஭໷ⴭ ���� � ⴭ⪅ࡣฟ∧ᙜ᫬஑኱ྖ᭩ᐁ

�� ������__6$�� 㙊಴ᖥᗓッゴไᗘࡢ◊✲���బ⸨㐍୍ⴭ㸹᫛࿴��ᖺ�ๅ ���� �

�� �����__68�� ኱᪥ᮏၟᴗྐ���Ⳣ἟㈆㢼ⴭ ���� �

��
�����__7$��__�
㹼��

᪥ᮏ⥂⃽ྐ���➉㉺⯅୕㑻ⴭ ��������� ��

�� �����__7$��__� ἲᚊဴᏥㄽ㞟���⏣୰⪔ኴ㑻ⴭ ���� �

�� �����__76�� ᪥ᮏ⥂⃽ྐᴫせ���ᅵᒇႛ㞝ⴭ ���� �

�� ���__<�� ᕷẸ♫᭳࡜Ẹἲ���⦻๎࣭≀Ḓ࣭മḒ���ᒣ୰ᗣ㞝ⴭ ���� � 㔠⏣ࠖ㸦ⴭ⪅⊩࿊ᮏ㸧ࠉ㉗ᜨࡾࡼ⪅᫛࿴஧༑஧ᖺ஧᭶ⴭࠕ

�� �����__<�� ᕷẸ♫᭳࡜ぶ᪘㌟ศἲ���ᒣ୰ᗣ㞝ⴭ ���� � ᒣ୰ᗣ㞝ࠖ㸦ⴭ⪅⊩࿊ᮏ㸧ࠉ⏕࿊㔠⏣ඛ⫣ࠕ

�� ���__<�� ຿ാ⪅Ḓࡢ☜❧���ᒣ୰ᗣ㞝ⴭ ���� � ࡾ࠶
⫣⪅㔠⏣ࠖ㸦ⴭࠉ㉗ᜨࡾࡼ⪅᫛࿴஧༑୕ᖺ༑᭶ᘘඵ᪥ⴭࠕ
࿊ᮏ㸧���㟷Ꮠࡿࡼ࡟ゞṇከᩘ

�� ���__<�� ㏆௦ἲࡢᛶ᱁���ᒣ୰ᗣ㞝ⴭ ���� �

�� ������__<�� Ẹἲဴ࡜Ꮵ���ẸἲᏥࡢᇶᮏၥ㢟���ᒣ୰ᗣ㞝ⴭ ���� �

�� ������__<�� ዎ⣙⦻ㄽ���ᒣ୰ᗣ㞝ⴭ ���� �

��

1R� ㄳồグྕ ᶆ㢟 ฟ∧ᖺ ᩘ㔞 ⶶ᭩༳ ഛ⪃

� ��__��__�� ㏆ୡἲไྐᩱྀ᭩���▼஭Ⰻຓ⦅ࠉ➨୍ ���� � ࡾ࠶
᫛࿴��ᖺึኟ⦅⪅ࡾࡼᐤ㉗ࡢ᪨᭩ࡁ㎸ࡳ㸪ᰭࡢࡶ࡞࠺ࡼࡢ
ࡾ࠶

� ��__��__�� ㏆ୡἲไྐᩱྀ᭩���▼஭Ⰻຓ⦅ࠉ➨஧ ���� � ࡾ࠶ ᫛࿴��ᖺ�᭶��᪥⦅⪅ࡾࡼᐤ㉗ࡢ᪨᭩ࡁ㎸ࡳ㸪௜⟢ࡾ࠶

� ��__��__�� ㏆ୡἲไྐᩱྀ᭩���▼஭Ⰻຓ⦅ࠉ➨୕ ���� � ࡾ࠶

� ��__��__�� ᚚゐ᭩ᐶಖ㞟ᡂ���㧗ᰗ┿୕�▼஭Ⰻຓ⦅ ���� � ⟣௜㸪௜㈞ᰭࡢㅽ࿊ࡾࡼ⪅⦆

� ��__��__�� ᚚゐ᭩ᐆᬺ㞟ᡂ���㧗ᰗ┿୕�▼஭Ⰻຓ⦅ ���� �
᠇௜㸪௜⟢㸪஑ᕞᖇ኱ἲᩥᏛ㒊᫛࿴�ᖺ㈞ᰭࡢㅽ࿊ࡾࡼ⪅⦆
ἲ㸦ୖᮡㅮᖌ㸧ཷ㦂⚊ࡾ࠶

� ��__��__�� ᚚゐ᭩ኳ᫂㞟ᡂ���㧗ᰗ┿୕�▼஭Ⰻຓ⦅ ���� � ௜㈞ᰭࡢㅽ࿊ࡾࡼ⪅⦆

� ��__��__�� ᚚ゙᭩ኳಖ㞟ᡂ���㧗ᰗ┾୕��▼஭Ⰻຓ⦅ୖࠉ ���� � ௜㈞ᰭࡢㅽ࿊ࡾࡼ⪅⦆

� ��__��__�� ᚚ゙᭩ኳಖ㞟ᡂ���㧗ᰗ┾୕��▼஭Ⰻຓ⦅ࠉୗ ���� �

� ��__��__�� ἲไྐୖࡾࡼほࡿࡓ᪥ᮏ㎰Ẹࡢ⏕ά���ᚊ௧᫬௦���℧ᕝᨻḟ㑻ⴭୖࠉ ���� � ࡾ࠶

�� ��__��__�� ἲไྐୖࡾࡼほࡿࡓ᪥ᮏ㎰Ẹࡢ⏕ά���ᚊ௧᫬௦���℧ᕝᨻḟ㑻ⴭࠉୗ ���� � ࡾ࠶ ℧ᕝ㸦⮬➹㸧ㅽ࿊ࡢ᭩ࡁ㎸ࡳ

�� ��__��__�� ᚨᕝᖥᗓ┴἞せ␎���Ᏻ⸨༤⦅ ���� � ࡾ࠶

�� ��__��__�� ᠇ἲ༑୐᮲ᗎㄝ���஬༑ᔒ♸ᏹⴭ ���� � ࡾ࠶

�� ��__��__�� ㏆௦ἲᡂ❧ྐᗎㄝ���୕ᡞᑑⴭ ���� � ࡾ࠶ ᫛࿴��ᖺ��᭶��᪥ⴭ⪅ࡾࡼᐤ㉗ࡢ᪨᭩ࡁ㎸ࡾ࠶ࡳ

�� ��__��__�� ᅜ㝿ἲ⛛ᗎㄽ���⤫୍ⓗἲ⛛ᗎࡢ୰࡟᪊ࡿࡅᅜ㝿ἲ⛛ᗎࡢἲᚊⓗᆅ఩࡚࠸ࡘ࡟���኱ἑ❶ⴭ ���� � ࡾ࠶
኱⃝㸦⮬➹㸧ㅽ࿊㸦ࠕ㔠⏣ᖹ୍㑻ຓᩍᤵࠖ㸧ࡢ᭩ࡁ㎸࠶ࡳ
ࡾ

��ྜィ

ࢺࢫ㔠⏣ᩥᗜࣜࠉ஑ᕞᅜ㝿኱Ꮫ㸦ᪧ࣭ඵᖭ኱Ꮫ㸧ᅗ᭩㤋ࠚ�⾲ู࠙

ࢺࢫ㔠⏣ᖹ୍㑻ᪧⶶ᭩ࣜࠉᅗ᭩㤋࣮ࢱࣥࢭᒸᩍ⫱኱Ꮫ㸦ᪧ࣭⚟ᒸᏛⱁ኱Ꮫ㸧Ꮫ⾡᝟ሗ⚟ࠚ�⾲ู࠙

ྜィ
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㸯/㸴ᯛ┠ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

㸰/㸴ᯛ┠ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⚟ᒸᏛⱁ኱Ꮫ࡟ᥦ♧ࡓࢀࡉ኎༷ೃ⿵ࣜࢺࢫձ㸦ᮏᩥ 13 㡫ཧ↷㸧 
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㸱/㸴ᯛ┠ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
㸲/㸴ᯛ┠ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⚟ᒸᏛⱁ኱Ꮫ࡟ᥦ♧ࡓࢀࡉ኎༷ೃ⿵ࣜࢺࢫղ㸦ྠ㸧 
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㸳/㸴ᯛ┠ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
㸴/㸴ᯛ┠ 

⚟ᒸᏛⱁ኱Ꮫ࡟ᥦ♧ࡓࢀࡉ኎༷ೃ⿵ࣜࢺࢫճ㸦ྠ㸧 
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